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いの町公式ホームページ　http://www.town.ino.kochi.jp/

ねんりんピック
　よさこい高知2013

開催まで
あと 日

●総人口	 25,340 （25,705）人

●男　性	 12,058 （12,240）人

●女　性	 13,282 （13,465）人

●世帯数	 10,953 （10,983）世帯
（住民基本台帳人口による）

いの町の人口
平成25年6月末日現在（　）内は前年同月末日

※散歩中のフンは必ず持ち帰り
　処理をしてください。

問い合わせ
　高知県中央西福祉保健所　  0889－22－2588
　環境課　　　　　　　　　  893－1160
　吾北総合支所住民福祉課　  867－2300
　本川総合支所住民福祉課　  869－2114

いの町上下水道組合    090－9555－6246

町県民税　２期
国保税・介護保険料・後期高齢者医療保険料　２期

犬･猫に関する
相 談 窓 口

上下水道休日当番

今 月 の 納 税

今月の主な内容
財政事業の公表

平成25年度いの町職員採用試験案内

いの町ＡＬＴのページ
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　恒例イベントとなっている上八川津賀谷で行われる棚田の火まつり。
　当日は町内の味自慢のお店が出店し、その他伝統芸能の発表や松明
への点火などがあります。
　詳細は、23ページ観光協会からのお知らせをご覧ください。

8月31日（土）　18：00～21：00
～上八川津賀谷～

『棚田の火まつり』
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広報いの　8月号

１．一般会計収支状況	 （単位：千円、％）

歳　　　　入 歳　　　　出
区　　　分 予算現額 構成比 収入済額 収入率 区　　　分 予算現額 構成比 支出済額 執行率

  1　町税 2,553,673 18.7 〈774,480〉
2,408,002

〈30.3〉
94.3   1　議会費 114,872 0.8 〈49,998〉

113,902
〈43.5〉

99.2
  2　地方譲与税 130,474 1.0 〈51,565〉

91,301
〈39.5〉

70.0   2　総務費 3,862,963 28.4 〈1,386,165〉
2,659,183

〈35.9〉
68.8

  3　利子割交付金 13,068 0.1 〈3,951〉
10,829

〈30.2〉
82.9   3　民生費 2,629,601 19.3 〈1,107,294〉

1,967,279
〈42.1〉

74.8
  4　配当割交付金 4,776 0.1 〈174〉

1,512
〈3.6〉
31.7   4　衛生費 989,838 7.3 〈482,762〉

792,255
〈48.8〉

80.0
  5　株式等譲渡所得割交付金 1,265 0.0 〈0〉

0 　   5　労働費 88,939 0.7 〈29,574〉
73,038

〈33.3〉
82.1

  6　地方消費税交付金 205,992 1.5 〈91,332〉
205,992

〈44.3〉
100.0   6　農林水産業費 643,521 4.7 〈199,623〉

271,735
〈31.0〉

42.2
  7　自動車取得税交付金 26,251 0.2 〈7,971〉

17,883
〈30.4〉

68.1   7　商工費 214,675 1.6 〈79,532〉
166,623

〈37.0〉
77.6

  8　地方特例交付金 6,055 0.1 〈0〉
6,055 100.0   8　土木費 1,396,472 10.2 〈474,052〉

658,197
〈33.9〉

47.1
  9　地方交付税 5,547,309 40.7 〈1,828,432〉

5,547,309
〈33.0〉
100.0   9　消防費 699,993 5.1 〈196,911〉

513,421
〈28.1〉

73.4
10　交通安全対策特別交付金 3,253 0.0 〈1,523〉

3,253
〈46.8〉
100.0 10　教育費 1,027,704 7.5 〈351,491〉

678,035
〈34.2〉

66.0
11　分担金及び負担金 151,580 1.1 〈76,926〉

137,657
〈50.7〉

90.8 11　災害復旧費 132,184 1.0 〈37,865〉
78,950

〈28.6〉
59.7

12　使用料及び手数料 120,904 0.9 〈58,460〉
114,538

〈48.4〉
94.7 12　公債費 1,821,024 13.4 〈918,616〉

1,402,360
〈50.4〉

77.0
13　国庫支出金 1,091,259 8.0 〈243,724〉

513,560
〈22.3〉

47.1 13　予備費 631 0.0 〈0〉
0 　　

14　県支出金 1,079,494 7.9 〈454,063〉
554,362

〈42.1〉
51.4 歳　出　合　計 13,622,417 100.0 〈5,313,883〉

9,374,978
〈39.0〉

68.8
15　財産収入 126,301 0.9 〈71,233〉

123,568
〈56.4〉

97.8
16　寄附金 2,611 0.0 〈1,982〉

2,475
〈75.9〉

94.8
17　繰入金 302,741 2.2 〈110,264〉

110,264
〈36.4〉

36.4
18　繰越金 178,277 1.3 〈0〉

178,277 100.0
19　諸収入 124,034 0.9 〈68,431〉

105,464
〈55.2〉

85.0
20　町債 1,953,100 14.4 〈506,200〉

506,200
〈25.9〉

25.9
歳　入　合　計 13,622,417 100.0 〈4,350,711〉

10,638,501
〈31.9〉

78.1

２．特別会計収支状況	 （単位：千円）

会　計　名 予算現額 収入済額 支出済額

水資源対策 151,164 〈56〉
803

〈231〉
483

墓地公園事業 6,033 〈1,288〉
5,988

〈4,170〉
4,843

国民健康保険（事業勘定） 3,365,155 〈1,519,257〉
2,687,774

〈1,643,991〉
3,072,286

国民健康保険（直診勘定） 76,063 〈21,286〉
37,632

〈33,513〉
64,660

後期高齢者医療 363,899 〈242,605〉
360,205

〈209,122〉
290,908

介護保険 2,727,870 〈1,109,893〉
2,156,030

〈1,341,949〉
2,461,541

特別養護老人ホーム 405,509 〈173,683〉
309,531

〈193,796〉
385,071

下水道事業 641,085 〈52,053〉
82,794

〈214,920〉
306,561

農業集落排水事業 50,256 〈3,467〉
6,584

〈22,240〉
43,622

簡易水道事業 212,851 〈15,228〉
27,751

〈108,531〉
185,189

天王地区汚水処理施設事業 46,304 〈23,272〉
46,693

〈8,926〉
17,281

３．財産、町債及び一時借入金の現在高
（１）財　産

区　　　分 数　量 ・ 金　額

土地 11,358,223㎡

建物 167,433㎡

物件（立木） 423,893㎥

有価証券 8,400 千円

出資による権利 1,647,393 千円

債権 14,821 千円

基金 9,896,697 千円

（２）町　債
会　計　名 残　　高

一般会計 11,999,459 千円

国民健康保険特別会計（直診勘定） 17,169 千円

下水道事業特別会計 2,336,134 千円

農業集落排水事業特別会計 397,507 千円

簡易水道事業特別会計 857,660 千円

（３）一時借入金
借　入　先 借　入　額（千円） 利　　率（％）

－ － －

　町では、いの町財政事情説明書の作成及び公表に関する条例に基づき、皆さんから
いただいた税金や、国・県からの支出金、町債などがどのように使われたのかを年２
回公表しています。
　今回は平成 24年度の財政状況及び平成 25年度当初予算の概況をお知らせします。

第１　平成24年度の財政状況	 平成25年3月31日現在

注　〈　〉内の数字は、平成 24 年 10 月 1 日から平成 25 年 3 月 31 日までの状況

財 の事 表政 公情
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広報いの　8月号

４．一般会計における住民１人あたりの町税負担額	
▼人口は平成 25 年３月 31 日現在の 25,413 人で算出しています。

区　　　分 現年課税調定額 １人あたり 区　　　分 現年課税調定額 １人あたり

町民税 1,109,283 千円 43,650 円 たばこ税 123,804 千円 4,872 円

固定資産税 1,250,783 千円 49,218 円 入湯税等 4,088 千円 161 円

軽自動車税 62,472 千円 2,458 円 合計 2,550,430 千円 100,359 円

１．一般会計当初予算の概況
（１）歳　入	 （単位：千円、％）

区　　　分 平成25年度予算額（A） 構成比 平成24年度予算額（B） 構成比 増減額（A）-（B） 増減率

  1　町税 2,466,865 19.5 2,565,873 21.5 △ 99,008 △ 3.9

  2　地方譲与税 137,200 1.1 139,700 1.2 △ 2,500 △ 1.8

  3　利子割交付金 12,500 0.1 15,772 0.1 △ 3,272 △ 20.7

  4　配当割交付金 4,700 4,603 97 2.1

  5　株式等譲渡所得割交付金 1,200 1,575 △ 375 △ 23.8

  6　地方消費税交付金 210,100 1.7 207,136 1.7 2,964 1.4

  7　自動車取得税交付金 22,200 0.2 21,358 0.2 842 3.9

  8　地方特例交付金 6,000 20,300 0.2 △ 14,300 △ 70.4

  9　地方交付税 4,870,000 38.5 4,840,000 40.5 30,000 0.6

10　交通安全対策特別交付金 3,500 3,500

11　分担金及び負担金 145,502 1.2 155,545 1.3 △ 10,043 △ 6.5

12　使用料及び手数料 118,140 0.9 115,648 1.0 2,492 2.2

13　国庫支出金 870,189 6.9 862,639 7.2 7,550 0.9

14　県支出金 927,959 7.3 937,303 7.9 △ 9,344 △ 1.0

15　財産収入 63,851 0.5 55,378 0.5 8,473 15.3

16　寄附金 1,200 550 650 118.2

17　繰入金 558,380 4.4 495,905 4.1 62,475 12.6

18　繰越金 1,000 1,000

19　諸収入 120,714 1.0 88,515 0.7 32,199 36.4

20　町債 2,105,900 16.7 1,420,400 11.9 685,500 48.3

計 12,647,100 100.0 11,952,700 100.0 694,400 5.8

（２）歳出（目的別）	 （単位：千円、％）

区　　　分 平成25年度予算額（A） 構成比 平成24年度予算額（B） 構成比 増減額（A）-（B） 増減率

  1　議会費 113,026 0.9 116,146 1.0 △ 3,120 △ 2.7

  2　総務費 3,553,853 28.1 2,869,136 24.0 684,717 23.9

  3　民生費 2,849,385 22.5 2,677,808 22.4 171,577 6.4

  4　衛生費 1,120,896 8.9 1,062,920 8.9 57,976 5.5

  5　労働費 58,974 0.5 90,873 0.8 △ 31,899 △ 35.1

  6　農林水産業費 405,176 3.2 400,809 3.3 4,367 1.1

  7　商工費 233,309 1.8 212,249 1.8 21,060 9.9

  8　土木費 1,131,060 8.9 1,141,437 9.5 △ 10,377 △ 0.9

  9　消防費 697,022 5.5 547,575 4.6 149,447 27.3

10　教育費 690,477 5.5 928,017 7.8 △ 237,540 △ 25.6

11　災害復旧費 25,334 0.2 23,186 0.2 2,148 9.3

12　公債費 1,718,588 13.6 1,832,544 15.3 △ 113,956 △ 6.2

13　予備費 50,000 0.4 50,000 0.4

計 12,647,100 100.0 11,952,700 100.0 694,400 5.8

第２　平成25年度予算の概況



4
広報いの　8月号

３．特別会計当初予算の概況	 （単位：千円、％）

会　　計　　名 平成25年度予算額（A） 平成24年度予算額（B） 増減額（A）-（B） 増減率

水資源対策 205,059 205,204 △ 145 △ 0.1

墓地公園事業 2,749 2,675 74 2.8

国民健康保険（事業勘定） 3,382,782 3,362,118 20,664 0.6

国民健康保険（直診勘定） 73,983 78,745 △ 4,762 △ 6.1

後期高齢者医療 366,206 365,600 606 0.2

介護保険 2,741,502 2,711,868 29,634 1.1

特別養護老人ホーム 400,379 412,347 △ 11,968 △ 2.9

下水道事業 389,545 406,052 △ 16,507 △ 4.1

農業集落排水事業 45,190 43,695 1,495 3.4

簡易水道事業 257,611 242,242 15,369 6.3

天王地区汚水処理施設事業 46,056 47,938 △ 1,882 △ 3.9

２．一般会計当初予算における住民１人あたりの町税負担額及び支出額
（１）１人あたりの町税負担額	 ▼人口は平成 25 年３月 31 日現在の 25,413 人で算出しています。

区　　　分 当初予算額 １人あたり 区　　　分 当初予算額 １人あたり

町民税 1,054,000 千円 41,475 円 たばこ税 126,000 千円 4,958 円

固定資産税 1,211,929 千円 47,689 円 入湯税等 4,076 千円 160 円

軽自動車税 61,500 千円 2,420 円 合      計 2,457,505 千円 96,702 円

（２）１人あたりの支出額（目的別）	 ▼人口は平成 25 年３月 31 日現在の 25,413 人で算出しています。

議会費 4,448 円 労働費 2,321 円 消防費 27,428 円 予備費 1,967 円

総務費 139,844 円 農林水産
業費 15,944 円 教育費 27,170 円

１人あたりの支出合計額
497,663 円

民生費 112,123 円 商工費 9,181 円 災害復旧費 997 円

衛生費 44,107 円 土木費 44,507 円 公債費 67,626 円

町債（16.7%）
21億590万円

地方交付税
（38.5%）
48億7,000万円

町税
（19.5%）

24億6,686万5千円

人件費
（15.8%）
19億9,679万円

扶助費（11.3%）
14億2,422万4千円

公債費（13.6%）
17億1,858万8千円物件費

（12.8%）
16億2,281万8千円

維持修繕費（1.3%）
1億6,743万8千円

補助費等（15.3%）
19億3,435万7千円

積立金（0.6%）
7,358万7千円

投資及び出資金
（0.0%）
33万円

普通建設費
（19.8%）

25億921万9千円

災害復旧費
（0.2%）
2,735万7千円

予備費
（0.4%）
5,000万円

繰出金（8.9%）
11億2,239万2千円

諸収入・使用料・その他
（11.1%）

14億618万7千円

国・県支出金（14.2%）
17億9,814万8千円

（３）一般会計歳入歳出構成比

当初予算額  126 億 4,710 万円
歳　入 歳 出（性質別）
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1 採用予定職種、採用予定人員及び主な勤務先
採用予定職種
及び試験区分 採用予定人員 主な勤務先

 保育士 ２名程度 保育園又は幼稚園

2 受験資格
職　種 受　験　資　格

 保育士

昭和59年4月2日以降に生まれた人で、保育士及び
幼稚園教諭の両資格を有する人
（平成26年3月31日までに両資格取得見込の者を
含む。）

（注） 上記の受験資格を有する人であっても、次のいずれかの一
つに該当する人は受験できません。 

・成年被後見人及び被保佐人（禁治産又は準禁治産の宣告を受け
た者を含む。）

・禁こ以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行
を受けることがなくなるまでの人 

・いの町において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年
を経過しない人 

・日本国憲法施行の日（昭和22.5.3）以後において、日本国憲法又
はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党
その他の団体を結成し、又はこれに加入した人

3 受験手続
（１）申込書の配布場所
　総務課、吾北総合支所住民福祉課、
　本川総合支所住民福祉課、枝川出張所、
　八田出張所、すこやかセンター伊野、仁淀病院
　　８月１日（木）から配布

（２）申込書の郵送による請求
あて先を明記し、120円切手を貼った返信用封筒

（角2封筒）を同封して、封筒の表に「採用試験申込
書請求」と朱書きし、下記まで請求してください。
　 〒 781-2192

いの町 1700 番地 1　　いの町役場総務課

（３）申し込みの方法
　　総務課へ持参又は郵送ください。

（４）受付期間
　　８月５日（月）～８月30日（金）
※土、日曜日を除き、8：30～17：15までの間受け付けます。
　郵送による申し込みは8月30日までの消印のあるものに
限り受け付けます。

4 試験日、試験科目
区　分 試　験　日 試験区分及び種目

第１次試験 10月20日（日） 適応検査、教養試験、専門試験
第２次試験 別途通知 第１次試験合格者 作文、面接

※試験の開始時間、場所などについては、申込者に別途お知らせします。

5 合格発表時期
（１）第１次試験　　　11月上旬の予定
（２）最終合格発表　　12 月上旬の予定

6 採用予定日
　平成26年４月１日（欠員の状況により平成25年度
中の採用となる場合があります。また、資格取得見込
みの方は、資格免許取得後に正式採用となる場合があ
ります。）

自 衛 官 募 集 の お 知 ら せ

募集種目 資　　格 受付期間 試　験　期　日 合　格　発　表

防衛大学校学生

推薦

高卒（見込み含む。）
21歳未満

9月5日（木）
 ～9月9日（月） 9月28日（土）・29日（日） 11月1日（金）

総合
選抜

9月5日（木）
 ～9月9日（月）

1次：9月28日（土）
2次：11月2日（土）・3日（日）

１次：10月18日（金）
最終：11月29日（金）

一般
（前期）

9月5日（木）
 ～9月30日（月）

1次：11月9日（土）・10日（日）
2次：12月10日（火）～14日（土）

１次：11月29日（金）
最終：平成26年1月21日（火）

一般
（後期）

平成26年1月22日（水）
 ～1月31日（金）

1次：平成26年3月1日（土）
2次：平成26年3月13日（木）

１次：平成26年3月7日（金）
最終：平成26年3月20日（木）

防衛医科大学校学生 高卒（見込み含む。）
21歳未満

 9月5日（木）
  ～9月30日（月）

1次：11月2日（土）・3日（日）
2次：12月18（水）～20日（金）

１次：12月3日（火）
最終：平成26年2月19日（水）

防衛医科大学校看護学科学生
（自衛官コース）

高卒（見込み含む。）
24歳未満

 9月5日（木）
  ～9月30日（月）

1次：10月19日（土）
2次：11月30日（土）・12月1日（日）

１次：11月15日（金）
最終：平成26年2月7日（金）

航空学生
 

高卒（見込み含む。）
21歳未満

 8月1日（木）
～9月6日（金）

1次：9月21日（土）
2次：10月12日（土）～17日（木）
3次：11月9日（土）～12月12日（木）

１次：10月4日（金）
２次：11月6日（水）（海）
 　　 11月1日（金）（空）
最終：平成26年1月22日（水）

一般曹候補生 18歳以上
27歳未満

 8月1日（木）
～9月6日（金）

1次：9月16日（月）
2次：10月5日（土）・6日（日）

１次：9月30日（月）
最終：11月8日（金）

自衛官候補生
（女子）

18歳以上
27歳未満

 8月1日（木）
～9月6日（金） 9月24日（火） 11月8日（金）

自衛官候補生
（男子）

18歳以上
27歳未満 ～9月18日（水） 9月19日（木）・22日（日）・26日（木） 受験時にお知らせします。

◆ 問い合わせ ◆　　総務課　　 893 －1113

◆ 問い合わせ ◆　　いの警察署（担当：岡﨑）　　 893 －1234

い の 町 職 員 採 用 試 験 案 内

高知県警察官採用試験案内

平成25年度

平成25年度

◆ 資料請求・問い合わせ ◆　〒780－0061　高知市栄田町2－2－10　高知よさこい咲都合同庁舎８階
　　　　　　　　　　　　  自衛隊高知募集案内所　  823－2006

試験名 試験
区分 受験年齢など 試験案内

配布開始日 受付期間 試験期日

高知県警察官B採用試験
（対象：大卒及び大卒見込者以外）

男性
女性

昭和58年4月2日から平成8年4月1日までに生まれた者（学校教育法による4年
制の大学などを卒業したもの及び平成26年3月までに卒業見込みの者を除く。） 7月16日（火） 　 8月19日（月）

～9月3日（火）
1次：10月20日（日）
2次：11月中旬
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Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
た

ヘ
ミ
さ
ん
、
ブ
レ
イ
ン
さ
ん
、
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
さ
ん
が
こ
の
夏
帰
国

さ
れ
ま
す
。

ヘミ・リム

　

い
の
町
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

は
。

　

こ
の
３
年
間
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
私
が
日
本
に
来
て
か

ら
も
う
３
年
に
な
る
な
ん
て
信
じ

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
に
来
る
の
は
今
回
が
初
め

て
で
、
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
が
、
教
育
委
員
会

の
皆
さ
ん
、
学
校
の
先
生
や
生
徒

た
ち
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
い
ろ

ん
な
場
面
で
助
け
て
も
ら
い
、
日

本
の
生
活
に
早
く
な
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
３
年
間
日
本
の
文
化
、

自
然
、
皆
さ
ん
の
優
し
さ
を
習
い

ま
し
た
。
高
知
の
よ
さ
こ
い
か
ら

始
ま
り
、
い
の
の
紙
づ
く
り
経
験
、

こ
い
の
ぼ
り
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通

し
て
日
本
の
文
化
の
美
し
さ
を
学

び
ま
し
た
。
毎
朝
、
自
転
車
で
仁

淀
川
に
沿
っ
て
通
勤
す
る
と
、
き

れ
い
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
る
い

の
町
に
住
ん
で
い
る
私
は
と
て
も

恵
ま
れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
学
校
や
近
所
で
会
う
子
ど
も

た
ち
か
ら
の
大
き
い
声
の
挨
拶
は
、

毎
日
私
に
す
ご
く
力
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
私
が
分
か
ら
な
い
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
時
は
、
周
り
の
方

が
親
切
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
手
伝
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
こ

の
３
年
間
は
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い

思
い
出
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
考
え
る
と
、
こ
の
３
年
と
い

う
期
間
が
本
当
に
一
瞬
の
で
き
ご

と
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
れ
ほ

ど
楽
し
い
経
験
が
た
く
さ
ん
で
き

ま
し
た
。
初
め
て
の
運
動
会
、
英

語
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
デ
イ
キ
ャ

ン
プ
、
韓
国
語
講
座
、
幼
稚
園
や

小
中
学
校
で
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん

だ
こ
と
な
ど
私
は
ア
メ
リ
カ
に

帰
っ
て
も
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。
な

に
よ
り
も
、
い
つ
も
笑
顔
で
元
気

に
遊
ん
で
い
た
子
ど
も
た
ち
と
、

日
本
に
来
て
で
き
た
友
達
は
と
て

も
大
切
で
す
。
私
は
毎
朝
学
校
に

行
く
時
、
い
の
町
に
来
て
本
当
に

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
こ
ん

な
素
晴
ら
し
い
町
、
素
敵
な
子
ど

も
た
ち
や
先
生
た
ち
、
や
さ
し
い

友
達
に
会
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
っ
た
神
様
に
感
謝
し
ま
す
。

　

私
は
ア
メ
リ
カ
に
帰
っ
た
ら
小

学
校
の
先
生
に
な
る
つ
も
り
で
す
。

そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
生
徒
た
ち
に

日
本
で
学
ん
だ
こ
と
を
教
え
、
日

本
の
文
化
を
広
げ
て
い
き
た
い
で

す
。
も
う
す
ぐ
別
れ
る
の
を
考
え

る
と
寂
し
く
て
涙
が
で
ま
す
。
で

も
私
は
ア
メ
リ
カ
に
戻
っ
て
も
日

本
で
得
た
こ
と
を
生
か
し
、
い
の

町
の
た
め
に
祈
り
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
も
し
日
本
に
来

る
機
会
が
あ
れ
ば
私
の
日
本
の
故

郷
、
い
の
町
に
ま
た
遊
び
に
来
た

い
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
こ
の
３
年
間
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ヘ
ミ
・
リ
ムブレイン・ハービー

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

３
年
間
早
く
経
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
初
め
て
い
の
に
来
て
、
綺

麗
な
山
と
自
然
を
見
て
感
動
し
た

の
が
ま
る
で
昨
日
の
こ
と
の
よ
う

で
す
。

　

日
本
の
公
立
学
校
で
教
え
る
の

は
本
当
に
よ
い
機
会
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
学

校
は
違
う
の
で
、
色
々
な
経
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
。
先
生
た
ち
と
一
緒
に
日
本
語

を
使
っ
た
り
英
語
を
使
っ
た
り
し

な
が
ら
、
一
生
懸
命
助
け
合
い
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
も
よ
く
頑
張
っ

て
い
て
、
笑
顔
で
英
語
を
勉
強
し

て
い
ま
し
た
。

　

吾
北
は
田
舎
で
、
時
々
寂
し
く

な
っ
て
し
ま
い
苦
し
か
っ
た
け
ど
、

毎
日
美
し
い
山
と
森
で
元
気
に
な

り
ま
し
た
。
今
ま
で
吾
北
の
よ
う

な
自
然
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ど
こ
か
へ
行
っ
て
も
、

い
の
町
の
良
さ
を
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
。

　

い
の
町
に
住
ん
で
い
る
人
は
と

て
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
多
く
の
人
は
そ
の
良
さ
を
知

ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
探

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

も
う
す
ぐ
ア
メ
リ
カ
に
帰
っ
て

新
し
い
人
生
を
歩
む
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
ま
た
日
本
に
来
ま
す
よ
。

こ
こ
で
は
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
私

い
の
町Ａ

Ｌ
Ｔ

の
ペ
ー
ジ
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ニュース

交
通
安
全
指
導
員

　
　
　
　
　

勤
続
20
年

　

５
月
15
日
、
高
知
会
館
に
て
、

高
知
県
交
通
安
全
指
導
員
協
議
会

総
会
が
行
わ
れ
、
町
の
交
通
安
全

指
導
員
で
あ
る
須
賀
不
二
男
さ
ん

に
、
高
知
県
交
通
安
全
指
導
員
勤

続
20
年
知
事
感
謝
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

須
賀
さ
ん
は
平
成
５
年
４
月
１

日
に
高
知
県
交
通
安
全
指
導
員
と

し
て
委
嘱
を
受
け
て
以
来
、
現
在

ま
で
交
通
安
全
活
動
の
推
進
に
努

め
、
各
期
の
安
全
活
動
や
、
町
内

各
保
育
園
・
幼
稚
園
で
開
催
さ
れ

る
交
通
安
全
教
室
へ
の
積
極
的
な

参
加
な
ど
、
地
域
の
交
通
マ
ナ
ー

向
上
に
貢
献
し
、
ま
た
、
高
知
県

交
通
安
全
指
導
員
協
議
会
会
長
と

し
て
、
県
内
の
交
通
事
故
防
止
に

も
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
交
通
事
故
撲
滅
に
向
け

て
、
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
期
待

し
ま
す
。

ニュース

区
長
表
彰
及
び

感
謝
状
贈
呈

　

５
月
31
日
、
い
の
町
区
長
連
合

会
総
会
で
、
区
長
の
活
動
が
地
方

自
治
の
発
展
に
貢
献
し
た
と
し
て
、

い
の
町
長
表
彰
及
び
感
謝
状
の
贈

呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
行
政
と
地
域
を

結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
長
年
の

ご
尽
力
と
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

▼
い
の
町
長
賞
（
10
年
以
上
区
長

を
務
め
ら
れ
た
方
）	

敬
称
略

　

大
久
保　
　

筒
井　

健
二

　

西
津
賀
才　

近
澤　

資
髙

▼
感
謝
状
（
５
年
連
続
区
長
を
務

め
ら
れ
た
方
）	

敬
称
略

　

16
区　
　
　

矢
野　

靖
士

　

保
木　
　
　

田
村　

三
章

　

北
成
山　
　

小
森　
　

武

　

西
浦
７　
　

川
本　

和
弘

　

肩
抜　
　
　

宮
﨑　

順
一

　

毛
田　
　
　

氏
原　

義
教

　

中
追
東　
　

松
﨑　

章
佝

　

石
見　
　
　

北
川　

正
和

　

西
の
谷　
　

小
松　

菊
野

　

新
別
下　
　

濵
田　
　

等

お知らせ

い
の
町
区
長
連
合
会
の

活
動
に
つ
い
て

（
５
月
31
日 

い
の
町
区
長
連
合
会
総
会
）

・
平
成
24
年
度
の
事
業
報
告
及
び

決
算
承
認
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
の
事
業
・
研
修
計

画
及
び
予
算
案
承
認
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
役
員
改
選
に
つ
い

て　
（
会　

長
）
森
岡
健
一
郎

（
副
会
長
）
松
原
恒
良
、
田
岡
徹
、

　
　
　
　
　

山
中
義
深

・
そ
の
他　

自
主
防
災
会
に
つ
い

て
学
習
会
、
町
執
行
部
と
の
町

政
懇
談
会
、
表
彰
式
、
懇
親
会

を
開
催

　

い
の
町
区
長
連
合
会
は
、「
住

み
よ
い
地
域
づ
く
り
は
自
ら
進
め

て
い
く
」
こ
と
を
基
本
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
２
年
に

１
度
の
研
修
事
業
を
行
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

い
の
町
区
長
連
合
会
事
務
局

　

（
総
務
課
内
）

 

８
９
３

－

１
１
１
３

を
変
わ
ら
せ
た
の
で
、
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
経
験
が
多
い
で
す
。

年
を
と
っ
て
も
、
い
つ
か
も
う
一

回
こ
こ
に
見
に
来
た
い
で
す
。
そ

れ
に
い
の
町
は
私
の
二
番
目
の
ふ

る
さ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ブ
レ
イ
ン
・
ハ
ー
ビ
ークリスチャン・クラーク

　

私
は
日
本
を
離
れ
る
こ
と
が
と

て
も
悲
し
い
で
す
。
こ
の
５
年
間

は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し

た
。
私
に
日
本
で
働
く
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
川
は
、
と
て
も
美
し
く
、
平

和
な
と
こ
ろ
で
し
た
。
私
を
援
助

し
支
え
て
下
さ
っ
た
方
々
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

中
で
も
私
は
５
年
間
に
出
会
っ

た
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
感
謝

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
毎
日
の
授

業
の
た
び
に
皆
さ
ん
か
ら
元
気
と

幸
せ
を
も
ら
い
ま
し
た
。
い
つ
も

皆
さ
ん
は
私
を
歓
迎
し
、
親
切
に

接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は

授
業
中
い
つ
も
と
て
も
が
ん
ば
り

ま
し
た
ね
。
私
は
そ
の
こ
と
が
と

て
も
う
れ
し
く
、
ま
た
、
皆
さ
ん

の
そ
の
が
ん
ば
り
は
私
の
誇
り
で

し
た
。
あ
り
が
と
う
。

　

私
は
ま
た
、
あ
な
た
た
ち
と

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
お
会
い
す

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

私
は
、
こ
の
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
日
本
の
子
ど
も
た
ち
と
私
た

ち
Ａ
Ｌ
Ｔ
双
方
の
た
め
に
非
常
に

価
値
が
あ
る
制
度
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
長
く
続
い
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ク
ラ
ー
ク
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お知らせ

高
知
県
内
一
斉
避
難
訓
練
の

実
施
に
つ
い
て

　

今
年
５
月
に
公
表
さ
れ
た
政
府

の
地
震
調
査
委
員
会
の
長
期
評
価

で
は
、
Ｍ
８
～
９
ク
ラ
ス
の
南
海

ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
地
震
に
つ

い
て
は
、
今
後
10
年
以
内
に
20
％

程
度
、
30
年
以
内
に
60
～
70
％
、

50
年
以
内
に
90
％
程
度
以
上
の
確

率
で
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

９
月
１
日
（
日
）
の
県
内
一
斉

避
難
訓
練
に
併
せ
て
、
町
で
も
旧

町
村
単
位
で
、
南
海
地
震
を
想
定

し
た
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
当

日
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
使
用
し
た

緊
急
地
震
速
報
を
町
内
全
域
で
放

送
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

訓
練
会
場
は
各
地
区
以
下
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
野　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野

　

吾
北　

上
東
小
学
校

　

本
川　

全
域

　

そ
れ
以
外
の
地
区
の
方
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
ご
自
身
の
地
震
に

対
す
る
備
え
を
再
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

お知らせ

仁
淀
消
防
連
合
会

消
防
演
習
開
催
さ
れ
る

　

７
月
７
日
、
高
知
県
消
防
学
校

で
平
成
25
年
度
仁
淀
消
防
連
合
会

消
防
演
習
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

仁
淀
消
防
連
合
会
は
、
い
の
町
消

防
団
、
日
高
村
消
防
団
、
仁
淀
消

防
組
合
で
組
織
さ
れ
、
消
防
技
術

の
向
上
と
各
機
関
の
連
携
を
図
る

た
め
に
各
種
行
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
演
習
で
は
、
消
防
団
の
操

法
大
会
と
消
防
職
員
及
び
消
防
団

員
に
よ
る
実
践
競
技
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
操
法
大
会
は
、
10
月
に

行
わ
れ
る
県
大
会
へ
の
地
区
予
選

も
兼
ね
て
お
り
、
地
区
代
表
の
座

を
め
ぐ
っ
て
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

競
技
結
果
は
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の

部
は
中
央
分
団
（
日
高
村
）
が
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
は
上
八
川
分
団

が
、
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
、
県
大
会

へ
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

実
践
競
技
は
、
ボ
ー
ル
を
入

れ
た
ド
ラ
ム
缶
に
放
水
注
水
し
、

ボ
ー
ル
を
落
と
す
ま
で
の
タ
イ
ム

を
競
う
も
の
で
、
消
防
操
法
と
同

じ
く
、
迅
速
・
的
確
な
機
械
操
作

と
操
作
員
の
連
携
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
競
技
に
は
８
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
競
技
に
先
立
ち
、
仁
淀
消

防
連
合
会
の
優
良
消
防
職
・
団
員

へ
の
定
例
表
彰
も
行
わ
れ
、
い
の

町
消
防
団
で
は
団
員
15
名
が
優
良

賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
結
果

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

優　

勝　

中
央
分
団（
日
高
村
）

準
優
勝　

南
分
団
八
田
部　
　

小
型
ポ
ン
プ
の
部

優　

勝　

上
八
川
分
団　
　
　

準
優
勝　

川
内
分
団
大
内
部　

定
例
表
彰
者（
い
の
町
消
防
団
関
係
）

【
伊
野
方
面
隊
】

伊
野
分
団	

団
員　

岩
本　
　

明

南
分
団
池
ノ
内
部団

員　

池
上　

憲
昭

南
分
団
八
田
部団

員　

長
沢　

義
文

南
分
団
八
田
部団

員　

尾
﨑　

多
鶴

川
内
分
団
波
川
部団

員　

久
武　

啓
士

神
谷
分
団
保
木
部団

員　

三
宮　

吉
永

三
瀬
分
団
柳
瀬
班団

員　

柳
瀬　

拓
男

【
吾
北
方
面
隊
】

清
水
分
団
第
二
班班

長　

大
久
保
幸
彦

上
八
川
分
団
第
二
班

団
員　

岡
田　
　

桂

小
川
分
団
第
三
班団

員　

中
岡　

孝
幸

小
川
分
団
第
三
班団

員　

伊
藤　

大
助

小
川
分
団
第
四
班団

員　

黒
石　

雄
二

下
八
川
分
団
第
二
班

団
員　

川
﨑　

有
二

【
本
川
方
面
隊
】

本
川
第
二
分
団団

員　

川
村　

英
一

本
川
第
二
分
団団

員　

中
平　
　

洋

８
月
の

消
防
団
行
事
予
定

８
月
４
日
（
日
）

　

い
の
町
民
祭
仁
淀
川
ま
つ
り
警
備

　
　
　
　

（
伊
野
分
団
）

８
月
24
日
（
土
）

　

伊
野
方
面
隊
部
長
以
上
研
修
会

　
　
　
　

（
土
佐
和
紙
工
芸
村
）

８
月
25
日
（
日
）

　

新
入
団
員
教
育
訓
練

　
　
　
　

（
仁
淀
消
防
組
合
）

新
入
団
員
の
紹
介

　

新
た
に
消
防
団
に
入
団
さ
れ
た

方
を
紹
介
し
ま
す
。
地
域
で
の
消

防
・
防
災
活
動
に
お
け
る
ご
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に

お
き
ま
し
て
も
新
入
団
員
の
消
防

団
活
動
に
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

伊
野
方
面
隊

伊
野
分
団

　
　
　

中
澤　

佑
一

神
谷
分
団
鹿
敷
部　

町
田　
　

知

本
川
方
面
隊

本
川
第
一
分
団　

林
田　

政
士

小型ポンプの部　優勝　上八川分団 自動車ポンプの部　準優勝　南分団八田部
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男
女
消
防
団
員
募
集
!!

～
わ
が
町
い
の
町
を
守
ろ
う
～

　

町
で
は
、
町
内
在
住
の
方
で
地

域
で
の
防
火
・
防
災
活
動
に
従
事

し
て
く
れ
る
消
防
団
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
男
女
を
問
わ
ず
18
歳

か
ら
40
歳
く
ら
い
ま
で
の
方
の
入

団
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

入
団
の
申
し
込
み
、
消
防
団
活

動
に
対
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
各
分
団
又
は
仁

淀
消
防
署
（

 

８
９
３

－

３
２
２

１　

消
防
団
係
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

お知らせ

町
政
懇
談
会
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
２
年
ご
と
に
町
内
10

か
所
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
町
政

懇
談
会
を
廃
止
し
、
今
後
は
毎
年

５
月
に
開
催
さ
れ
る
い
の
町
区
長

連
合
会
の
総
会
に
あ
わ
せ
て
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
政
に
対
し
て
ご
意

見
を
い
た
だ
く
機
会
が
多
様
化
し
、

町
政
懇
談
会
の
参
加
者
が
減
少
し

て
き
た
こ
と
か
ら
、
開
催
方
法
を

い
の
町
区
長
連
合
会
役
員
会
に
提

案
し
検
討
し
て
い
た
だ
き
決
定
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
地
域
課
題
に
つ
い
て
、

住
民
グ
ル
ー
プ
と
町
で
話
し
合
い

を
し
た
い
な
ど
の
ご
要
望
を
い
た

だ
き
ま
し
た
ら
、
日
程
調
整
の
上

地
域
へ
出
向
き
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課

 

８
９
３

－

１
１
１
３

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

 

８
６
７

－

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

 
８
６
９

－

２
１
１
２

お知らせ

限
度
額
適
用
認
定
証
の

更
新
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の

認
定
証
の
有
効
期
限
は
７
月
末
と

な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
認
定

を
受
け
る
た
め
に
は
、
８
月
中
に

更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
規
で
交
付
を
受
け
る

に
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
認
定
証
が
必
要
な
方
は
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
70
歳
未
満
の
方

・
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
で
世

帯
主
及
び
被
保
険
者
全
員
が
住

民
税
非
課
税
で
あ
る
方

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
印
鑑
（
認
め
印
可
）

▼
認
定
日

　

認
定
証
の
更
新
、
新
規
交
付
い

ず
れ
の
申
請
も
、
申
請
し
た
月
の

初
日
か
ら
の
認
定
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課

 

８
９
３

－

１
１
１
７

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

 

８
６
７

－

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

 

８
６
９

－

２
１
１
２

お知らせ

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得

状
況
届
の
お
知
ら
せ

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
所

得
状
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

提
出
さ
れ
な
い
と
８
月
以
降
の
手

当
が
停
止
と
な
り
ま
す
。

▼
受
付
期
間
及
び
時
間

〈
児
童
扶
養
手
当
〉

８
月
１
日（
木
）～
８
月
30
日（
金
）

〈
特
別
児
童
扶
養
手
当
〉

８
月
12
日（
月
）～
９
月
10
日（
火
）

 

８
時
30
分
～
17
時
15
分

（
た
だ
し
、土
、日
曜
日
を
除
く
。）

▼
必
要
な
物

・
印
鑑
（
認
め
印
可
）

・
手
当
証
書

・
現
況
届
・
所
得
状
況
届
各
様
式

・
世
帯
全
員
の
住
民
票
（
児
童
扶

養
手
当
受
給
者
の
み
）

・
世
帯
分
離
証
明
書（
該
当
者
の
み
）

・
別
居
・
監
護
申
立
書
及
び
児
童

の
住
民
票
（
該
当
者
の
み
）

・
平
成
25
年
度
所
得
課
税
証
明
書

（
平
成
25
年
１
月
２
日
以
降
に

転
入
さ
れ
た
方
の
み
）

▼
注
意
事
項

・
現
在
所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
支

給
停
止
と
な
っ
て
い
る
方
も
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
所
得
の
申
告
は
必
ず
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

・
確
認
事
項
が
あ
り
ま
す
の
で
出

張
所
、
郵
送
で
は
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
。

・
児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
両
方
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
、
８
月
12
日
（
月
）
以

降
に
両
手
当
と
も
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課

 

８
９
３

－

１
１
１
７

お知らせ

今
夏
の
節
電
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

今
夏
の
電
力
需
給
は
、
安
定
供

給
に
最
低
限
必
要
な
予
備
率
３
％

以
上
を
確
保
で
き
る
見
通
し
で
す
。

昨
夏
の
よ
う
な
節
電
数
値
目
標
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
の
節
電

の
定
着
が
前
提
で
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
ご
家
庭
の
方
へ

・
室
温
を
28
℃
に
設
定
し
た
り
、

す
だ
れ
で
窓
か
ら
の
日
差
し
を

和
ら
げ
た
り
し
、
無
理
の
な
い

範
囲
で
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
控

え
ま
し
ょ
う
。

・
冷
蔵
庫
の
扉
を
開
け
る
時
間
を

で
き
る
だ
け
減
ら
し
、
物
を
詰

め
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

・
不
要
な
照
明
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

▼
事
業
所
の
方
へ

・
使
用
し
て
い
な
い
廊
下
や
会
議

室
の
消
灯
・
空
調
停
止
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

・
長
時
間
席
を
離
れ
る
と
き
は
、

Ｏ
Ａ
機
器
の
電
源
を
切
る
か
ス

タ
ン
バ
イ
モ
ー
ド
に
し
ま
し
ょ

う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課

 

８
９
３

－

１
１
６
０
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お知らせ

法
人
土
地
・
建
物
基
本

調
査
の
お
知
ら
せ

　

本
年
７
～
９
月
、
無
作
為
抽
出

に
よ
る
全
国
約
49
万
法
人
を
対
象

に
、「
平
成
25
年
法
人
土
地
・
建

物
基
本
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
法
人
の
土
地
や
建

物
の
所
有
・
利
用
状
況
な
ど
を
調

べ
る
も
の
で
、
統
計
法
に
基
づ
く

統
計
調
査
と
し
て
、
回
答
の
義
務

と
共
に
秘
密
の
保
護
に
も
厳
格
な

義
務
が
課
せ
ら
れ
、
回
答
内
容
は

統
計
作
成
以
外
の
目
的
に
利
用
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

結
果
は
統
計
資
料
と
し
て
、
土

地
に
関
す
る
諸
施
策
の
基
礎
資
料

や
研
究
機
関
・
企
業
な
ど
で
も
幅

広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
対
象
法
人
の
皆
さ
ん
に
は
、

７
月
か
ら
調
査
票
が
郵
送
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
回
答
の
上
９
月
13
日

ま
で
に
返
送
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
土
地
・
建
物
を
所
有
し
て
い
な

い
場
合
で
も
そ
の
旨
を
ご
回
答
く

だ
さ
い
。）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
回
答
も
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
県
用
地
対
策
課

　

 

８
２
３

－

９
８
１
７

お知らせ
住
宅
地
な
ど
に
お
け
る
農
薬
の

使
用
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
農
薬
は
、
飛
散
す
る
こ
と
で
人

や
動
物
に
危
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
特
に
、
住
宅
地
及
び

住
宅
地
周
辺
で
の
農
薬
使
用
に
つ

い
て
は
、
次
の
事
項
を
守
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。（
家
庭
菜
園
や

花
壇
な
ど
へ
の
農
薬
使
用
も
同
様

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。）

◇
農
薬
の
使
用
に
際
し
て
は
、
誘

殺
、
防
虫
網
の
設
置
、
除
草
な

ど
に
よ
り
で
き
る
だ
け
農
薬
を

使
わ
な
い
方
法
を
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。
や
む
を
得
ず
散
布
す

る
場
合
は
、
最
小
限
の
範
囲
に

留
め
る
よ
う
に
し
、
病
害
虫
の

発
生
や
被
害
の
状
況
に
応
じ
た

適
切
な
防
除
を
行
う
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
農
薬
取
締
法
に
基
づ
い
て
登
録

さ
れ
た
農
薬
で
、
ラ
ベ
ル
に
記

載
さ
れ
て
い
る
使
用
方
法
及
び

使
用
上
の
注
意
事
項
を
守
っ
て

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
粒
剤
な
ど
の
飛
散
が
少
な
い
形

状
の
農
薬
を
使
用
し
た
り
、
液

体
で
散
布
す
る
場
合
で
も
、
で

き
る
だ
け
飛
散
を
少
な
く
す
る

よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

◇
農
薬
散
布
は
、
無
風
又
は
風
が

弱
い
と
き
に
行
う
な
ど
、
近
隣

に
影
響
が
少
な
い
天
候
の
日
や

時
間
帯
を
選
び
、
風
向
き
、
ノ

ズ
ル
の
向
き
な
ど
に
注
意
し
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
農
薬
を
散
布
す
る
場
合
は
、
事

前
に
近
隣
の
住
民
へ
の
周
知
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。
特
に
学
校

や
通
学
路
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

子
ど
も
の
通
行
時
間
帯
を
避
け

る
な
ど
健
康
被
害
の
防
止
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

　

産
業
経
済
課

 

８
９
３

－

１
１
１
５

お知らせ

仁
淀
川
下
流
衛
生
事
務

組
合
か
ら
、 

し
尿
収
集
の

休
日
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

８
月
15
日（
木
）、
16
日（
金
）は
、

組
合
許
可
業
者
の
夏
季
休
暇
（
盆

休
み
）
の
た
め
、
し
尿
の
収
集
を

休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
汲
み
取
り
に
つ
き
ま
し

て
は
、
事
前
に
指
定
業
者
に
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

仁
淀
川
下
流
衛
生
事
務
組
合

 

８
５
２

－

０
７
８
３

お知らせ

ご
注
意
く
だ
さ
い
!!

健
康
食
品
の
送
り
つ
け
商
法
！

　

あ
る
日
突
然
、「
注
文
を
受
け

た
健
康
食
品
が
で
き
た
の
で
送

る
。」と
い
う
電
話
が
か
か
り
、
頼

ん
だ
覚
え
が
な
い
の
に
代
引
き
で

品
物
が
送
り
つ
け
ら
れ
た
・
・
・

と
い
う
相
談
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

電
話
口
で
「
注
文
し
て
い
な
い
。」

と
言
っ
て
も
、「
記
録
が
残
っ
て
い

る
。」「
裁
判
に
な
る
。」と
脅
か
さ

れ
た
り
、「
３
回
分
注
文
し
て
い
る

が
、
１
回
分
の
代
金
を
払
え
ば
あ

と
は
キ
ャ
ン
セ
ル
で
き
る
。」な
ど

と
言
わ
れ
て
、
仕
方
な
く
高
額
な

代
金
を
支
払
っ
た
と
い
う
内
容
で

す
。

　

注
文
し
た
覚
え
の
な
い
健
康
食

品
を
「
送
る
。」と
言
わ
れ
た
ら
、

き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。
承
諾

し
て
い
な
い
の
に
品
物
が
送
り
つ

け
ら
れ
た
時
は
、
代
金
支
払
い
義

務
は
な
く
、
受
け
取
る
必
要
も
あ

り
ま
せ
ん
。
受
け
取
り
拒
否
を
す

る
際
は
、
念
の
た
め
送
り
主
の
名

前
と
住
所
、
電
話
番
号
を
控
え
ま

し
ょ
う
。

　

品
物
を
受
け
取
っ
て
し
ま
っ
た

後
で
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

高
知
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 

８
２
４

－

０
９
９
９

　

産
業
経
済
課　

 

８
９
３

－

１
１
１
５

講座･教室
カ
シ
コ
イ
消
費
者
に
な
ろ
う
！

高
知
短
期
大
学
×
高
知
県
立

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
連
携

「
消
費
生
活
講
座
」受
講
者
募
集

　

悪
質
商
法
の
被
害
に
遭
っ
た
と

き
、
何
が
で
き
る
？
多
重
債
務
は

ど
う
解
決
す
る
？
「
自
立
し
た
消

費
者
」
と
な
る
た
め
に
必
要
な
、

法
律
や
経
済
の
知
識
を
各
分
野
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
学
ぶ
！

▼
応
募
資
格　

　

県
内
に
居
住
す
る
方

▼
日
時　

８
月
30
日（
金
）～
９
月
５
日（
木
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
場
所　

　

高
知
短
期
大
学

▼
申
込
書
配
布
場
所　

　

高
知
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、

高
知
短
期
大
学
、
高
知
県
庁
県
民

室
、
高
知
県
立
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド

▼
申
込
締
切　

　

８
月
23
日
（
金
）
必
着

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

高
知
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 

８
２
４

－

０
９
９
９

　

（
受
付
：
土
曜
日
を
除
く

　
　
　
　
　

９
時
～
16
時
45
分
）
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講座・教室

就
職
に
役
立
つ「
求
職
者
支
援

訓
練
」を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

　
「
求
職
者
支
援
訓
練
」と
は
、
仕

事
に
就
く
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル

や
知
識
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
学
べ
る

制
度
で
す
。
訓
練
は
３
か
月
か
ら

６
か
月
で
、
主
に
高
知
市
内
の
パ

ソ
コ
ン
教
室
や
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
す
。
受
講
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
管
轄
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
が
別
途
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
特
徴

・
訓
練
期
間
中
も
終
了
後
も
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
就
職

支
援
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

・
経
験
豊
富
な
講
師
陣
の
指
導
で
、

仕
事
に
役
立
つ
実
践
的
な
知
識

や
ス
キ
ル
が
身
に
付
き
ま
す
。

・
条
件
が
合
え
ば
、
訓
練
期
間
中

「
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
」
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

・
身
に
付
い
た
職
務
ス
キ
ル
が

　

ひ
と
目
で
わ
か
る
「
ジ
ョ
ブ
・

カ
ー
ド
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

　

（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
高
知
）

 

８
３
３

－

１
０
８
５

※
詳
し
い
コ
ー
ス
内
容
及
び
説
明

会
の
案
内
は
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
高
知
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

　

http://w
w
w
3
.jeed.or.jp/

kochi/poly/

講座・教室

フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験
教
室
の

お
知
ら
せ

　
夏
休
み
、
皆
で
フ
ラ
ダ
ン
ス
を

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
は
じ
め
て

の
皆
さ
ん
に
基
礎
か
ら
レ
ッ
ス
ン

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
機
会

に
是
非
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
楽
し
さ

を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。　

▼
対
象
者
　
小
学
生
～
大
人
ま
で

▼
日
時　

　

８
月
20
日（
火
）～
22
日（
木
）

　
　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

※
３
日
間
で
の
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

▼
場
所　

　

暮
ら
し
の
か
け
橋
交
流
館
な
な
い
ろ

　
（
サ
ニ
ー
マ
ー
ト
伊
野
店
北
側
）

▼
定
員　

10
名

▼
参
加
料　

６
０
０
円

（
保
険
料
含
む
。）

▼
講
師　

上
田
香
代
子 

氏

　

（H
au'oli's　

マ
サ
コ 

ア
ケ
タ

フ
ラ
ス
タ
ジ
オ 

イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）　

▼
主
催　

　

Ｎ
Ｐ
О
法
人　

い
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

▼
後
援　

い
の
町
・
い
の
町
教
育

委
員
会
・
伊
野
町
商
工
会

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　
　

　

Ｎ
Ｐ
О
法
人　

い
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

 

８
９
２

－

２
３
１
５

※
火
～
金
曜
日
の
午
前
中
に
お
願

い
し
ま
す
。

講座・教室

す
く
す
く
子
育
て
塾

目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
子
育
て
の
ツ
ボ

　

子
育
て
に
自
信
を
な
く
し
た
と

き
や
「
こ
の
ま
ま
で
い
い
か
し

ら
」
と
迷
っ
た
と
き
、
是
非
聞
い

て
ほ
し
い
お
話
で
す
。
講
師
の
言

葉
が
魔
法
の
よ
う
に
、
不
安
や
悩

み
で
い
っ
ぱ
い
の
あ
な
た
の
心
を

温
か
く
包
ん
で
元
気
に
し
て
く
れ

ま
す
。

▼
日
時　

　

９
月
７
日
（
土
）

　
　

13
時
～
16
時

▼
定
員　

30
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
料　

無
料

▼
講
師　

　

金　
　

香
百
合 

氏

　

（
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
教
育
実
践

研
究
所
長
）

▼
申
込
受
付　

　

８
月
10
日
（
土
）

　
　

９
時
～
電
話
で
受
付

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

こ
う
ち
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
「
ソ
ー
レ
」

　

高
知
市
旭
町
３

－

１
１
５

 

８
７
３

－

９
１
０
０

講座・教室

男
女
共
同
参
画
基
礎
講
座

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
講
座

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
を
取
り
上
げ
て
、
情
報
の

送
り
手
の
意
図
を
知
り
、
そ
の
情

報
を
読
み
解
く
方
法
を
学
び
ま
す
。

第
１
回
／
「
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ

シ
ー
」
に
つ
い
て
知
ろ
う
～
テ
レ

ビ
成
功
の
分
析
に
挑
戦
～

第
２
回
／
新
聞
の
読
み
方

第
３
回
／
新
聞
記
者
と
考
え
る
新

聞
報
道

▼
日
時　

　

９
月
28
日
（
土
）

　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

　

10
月
５
日
（
土
）

　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

　

10
月
19
日
（
土
）

　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
定
員　

30
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
料　

無
料

▼
講
師　

　

諸
橋　

泰
樹 

氏

　

（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
教
授
）

　

岡
林　

直
裕 

氏

　
（
高
知
新
聞
社
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
室
）

　

高
田　

昌
幸 

氏

　

（
高
知
新
聞
社
社
会
部
記
者
）

▼
申
込
受
付　

　

８
月
16
日
（
金
）

　
　

９
時
～
電
話
で
受
付

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

こ
う
ち
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
「
ソ
ー
レ
」

　

高
知
市
旭
町
３

－

１
１
５

 

８
７
３

－

９
１
０
０

求職者支援訓練受講生募集コース一覧

訓練コース名 定員 訓練開始日 訓練
期間 募集期間及び説明会開催日 選考結果

発送（通知）日
ITビジネス基礎科 15 8月28日（水） ３か月 募集中～8月6日（火）	  【説明会】 8月  3日（土） 8月16日（金）
多品目有機農産物生産・加工・販売科 15 8月28日（水） ６か月 募集中～8月6日（火）	  【説明会】 7月21日（日） 8月16日（金）

美容セラピー・エステティック養成科 15 9月11日（水） ３か月 7月31日（水）～8月20日（火） 
【説明会】 7月31日（水） 8月30日（金）

パソコンスキル基礎科 15 9月17日（火） ３か月 8月  5日（月）～8月23日（金）
【説明会】 8月19日（月） 9月  4日（水）

アロマ・カラーセラピスト科 12 9月19日（木） ３か月 8月  7日（水）～8月27日（火） 9月  6日（金）

ビジネスパソコン基礎科 15 9月25日（水） ３か月 8月12日（月）～8月30日（金）
【説明会】 8月26日（月） 9月11日（水）

介護職員実務者研修科 28 9月25日（水） ６か月 8月12日（月）～8月30日（金）
【説明会】 8月20日（火）・27日（火） 9月11日（水）
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◆ 人権擁護委員無料相談のご案内 ◆

地区 今月の
相談日 相談時間 開　催　場　所

伊野 8月21日㈬ 13：30～16：30 あったかふれあいセンター
（すこやかセンター伊野内）

◆ 法務局相談窓口・問い合わせ ◆
（祝休日を除く月～金曜日　受付 8：30～17：00）
高知地方法務局いの支局（いの町1290－4）  893－0343

◆ 人 権 擁 護 委 員 の 連 絡 先 ◆
氏　名 住　　所 電話番号

杉本　寛子  いの町6466－5  892－2513
尾﨑　正敏  　〃　神谷817  893－5452
藤木　栄子  　〃　天王南9丁目12－2  891－6684
伊藤　義孝  　〃　枝川5  892－2408
髙瀨　科子  　〃　波川610－3  892－3635
曽我　定子  　〃　下八川丙644－1  867－3224
山本　周児  　〃　戸中81－5  873－5422

講座・教室

第
５
回
い
の
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

近
日
開
催
！

　

伊
野
商
業
高
校
で
毎
年
好
評
の

「
い
の
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
講
義
、
参
加
体
験
、

小
学
生
向
け
、
運
動
系
な
ど
、
内

容
の
充
実
し
た
81
講
座
を
開
講
し

ま
す
。
詳
細
な
内
容
は
７
月
21
日

の
高
知
新
聞
朝
刊
折
り
込
み
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。　
　

　

今
年
も
い
の
町
の
多
く
の
皆
さ

ん
と
い
の
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
出

会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

▼
日
時　

　

８
月
17
日（
土
）～
18
日（
日
）

　
　

９
時
～
15
時

▼
参
加
料　

無
料

※
た
だ
し
、
一
部
材
料
費
が
必
要

な
講
座
が
あ
り
ま
す
。

▼
主
な
講
師
・
講
座

　
「
韓
国
語
に
触
れ
よ
う
」

金　
　

恵
栄 

氏

　
「
夏
の
和
菓
子
作
り
」

刈
谷　

喜
明 

氏

　
「
陶
芸
」

小
柴　

幸
一 

氏

　
「
資
産
運
用
の
キ
ホ
ン
」

堀
口　

高
寛 

氏

　
「
森
源
太
弾
き
語
り
ラ
イ
ブ
」

森　
　

源
太 

氏
な
ど

▼
申
込
受
付

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
受

付
中

■
問
い
合
わ
せ　

　

伊
野
商
業
高
等
学
校
サ
マ
ー
セ

ミ
ナ
ー
実
行
委
員
会

　

（
担
当　

大
原
・
新
開
）

 

８
９
２

－

０
５
４
８

 

８
９
３

－

０
３
１
７

 nobuo_oohara@kt2.kochinet.ed.jp
催し・イベント

第
28
回

吉
野
川
源
流
本
川
ま
つ
り

▼
日
時　

　

８
月
15
日
（
木
）

　
　

18
時
～
21
時

▼
場
所　

「
道
の
駅
」
木
の
香

▼
内
容　

　

安
全
祈
願
祭
、
も
ち
投
げ
、

『
ハ
ル
カ
ン
』
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
、

本
川
神
楽
、
和
太
鼓
演
奏
（
一
番

風
）、お
楽
し
み
抽
選
会
、
打
ち
上

げ
花
火　

な
ど

▼
注
意
事
項　

　

小
雨
決
行
で
す
が
、
大
雨
な
ど

で
中
止
の
場
合
、
８
時
ま
で
に
防

災
無
線
で
放
送
し
ま
す
。
（
本
川

地
区
の
み
）

▼
主
催　

　

吉
野
川
源
流
本
川
ま
つ
り
実
行

委
員
会

ア
メ
ゴ
釣
り
と

つ
か
み
取
り
も
開
催

・
９
時
～
ア
メ
ゴ
釣
り

・
13
時
～
ア
メ
ゴ
の
つ
か
み
取
り

（
小
学
生
以
下
対
象
）

■
問
い
合
わ
せ

　

本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

 

８
６
９

－

２
１
１
５

催し・イベント

伊
野
地
区
婦
人
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
へ
の
お
願
い

　

皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
続
け
て

き
ま
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
も

34
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
も

社
会
福
祉
活
動
に
寄
与
で
き
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時　

　

９
月
15
日
（
日
）

　
　

10
時
～
14
時

▼
準
備
・
物
品
受
入
日
時

　

９
月
14
日
（
土
）

　
　

９
時
～
12
時

▼
場
所　

 

　

伊
野
体
育
館

▼
出
品
の
お
願
い　

　

会
員
は
じ
め
、
地
域
・
企
業
の

皆
さ
ん
、
無
償
で
ご
提
供
く
だ
さ

る
品
物
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
収
益
金
使
途

①
地
域
の
75
才
以
上
の
一
人
暮
ら

し
へ
の
慰
安
の
集
い

②
各
種
募
金
活
動
に
寄
与

③
子
育
て
支
援
活
動
な
ど

▼
主
催　

伊
野
地
区
婦
人
会

■
連
絡
先　

 

８
９
２

－

１
６
９
４（
堀
尾
）

お  礼

河
川
一
斉
清
掃
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

７
月
７
日
、
河
川
一
斉
清
掃
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
清
掃
は
、
国
土
交
通
省
が

毎
年
７
月
を
河
川
愛
護
月
間
と
定

め
、
良
好
な
河
川
環
境
を
つ
く
る

た
め
の
行
事
と
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。

　

当
日
は
、
各
種
団
体
の
ご
協
力

の
も
と
、
仁
淀
川
５
会
場
（
八

田
・
伊
野
・
波
川
・
鎌
田
・
加

田
）
で
２
１
３
名
、
宇
治
川
９
会

場
（
新
江
尻
橋
・
天
神
橋
・
沖
田

橋
・
是
友
橋
・
県
住
入
り
口
・
枝

川
橋
・
北
浦
橋
・
小
田
橋
・
八
代

公
民
館
）
で
２
９
３
名
の
皆
さ

ん
の
参
加
に
よ
り
、
ビ
ン
、
缶
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
紙
く
ず
を
は
じ

め
、
多
く
の
ご
み
を
拾
い
集
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

紙
上
を
も
ち
ま
し
て
、
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

環
境
課
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いの警察署からのお知らせ  いの警察署　  893ー1234

台風災害に備えよう!!

わざわざ点けよう！高齢ドライバーによる
「昼間でもピッカリ運動」

　台風は自然現象であり、発生そのものを防ぐことはできませんが、県民一人ひとりの心掛けと行動によって、
被害を最小限に食い止めることが可能です。
　台風に関する正しい知識をもち、常日頃から必要な備えをしておきましょう。

【日頃からの備え】
①いざというときに備えて、日ごろから貴重品、非常食、救急医薬品などを整備補充を
　しておきましょう。
②市町村や各地区の自主防災組織などで開催される防災訓練や会合には積極的に参加し、
　避難場所や避難経路について確認しておきましょう。

【台風が近づけば】
①テレビやラジオで最新の台風情報を聞き、その進路や風雨の強さなどを把握しておきましょう。
②非常食（チョコレート、缶詰など）、救急医薬品（カットバン、外傷薬など）、生活用品（懐中電灯、携帯ラジオ、

軍手、タオル）などの「非常持ち出し品」を点検し、リュックサックなどに入れて準備しておきましょう。

「昼間でもピッカリ運動」とは … 高齢ドライバーに昼間でもライトを点灯したまま走行してもらうことにより、
　　　　　　　　　　　　　　 　高齢ドライバーの交通事故を未然に防止するものです。

※車から降りるときはライトの
　消し忘れに注意してください。

ベテランドライバーの皆さん、ご協力お願いします。

相　談
は
ぁ
と

ス
テ
ー
シ
ョ
ン〝
い
の
〟

夏
休
み
ハ
ー
ト
ケ
ア
・
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
相
談
室
開
室
の
お
知
ら
せ

　

夏
休
み
の
期
間
中
に
下
記
の
と

お
り
ハ
ー
ト
ケ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

（
教
育
相
談
員　

川
上
眞
由
美
先

生
）に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

勉
強
の
こ
と
・
友
人
関
係
の
こ

と
・
教
育
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、悩

み
を
誰
か
に
聞
い
て
も
ら
い
た

い
・・・
そ
ん
な
と
き
に
は
一
人
で
悩

ま
ず
に
、誰
か
に
話
を
聞
い
て
も

ら
っ
て
、張
り
詰
め
た
心
を
緩
め
ま

し
ょ
う
。相
談
す
る
の
は
恥
ず
か
し

い
と
感
じ
た
り
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、利
用
者
の
相
談
内
容
な
ど

の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
来
所
相
談
の
場
合
は
、事
前
に
電

話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。電
話

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
相
談
室　

い
の
町
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー　

 

８
５
０

－

４
５
５
６

▼
相
談
時
間　

10
時
～
16
時

▼
開
室
日
（
８
月
）

２
日（
金
）・
５
日（
月
）・
７
日（
水
）

９
日（
金
）・
12
日（
月
）・
14
日（
水
）

16
日（
金
）・
19
日（
月
）・
21
日（
水
）

23
日（
金
）・
26
日（
月
）・
28
日（
水
）

■
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課

 

８
９
３

－

１
９
２
２

車のライトを常時点灯するだけで、
・安全運転意識の向上　　・無灯火運転の防止
・存在感をアピール　　　・割り込みなどの行為から守られる
など様々な効果が見込まれます。

どんな効果があるの ??

（平成25年4月～平成25年6月）
入札日 入札方法 工　　事　　名 工事場所 工事担当課 落札金額 落　札　業　者

4月24日 指名競争入札 平成25年度町道池ノ内線改良工事 池ノ内 建設課 21,514,500 有限会社諏訪建設

5月13日 指名競争入札 平成25年度林道約束田線開設工事 上八川下分 吾北建設課 42,084,000 国友商事株式会社

5月22日 指名競争入札 平成24年度いの町立伊野体育館耐震補強工事及び大規模改修工事 3596 学校教育課 29,761,200 株式会社勝賀瀬土建

5月27日 指名競争入札 平成25年度　町道瓶ヶ森線落石対策工事 中野川 本川産業建設課 11,004,000 中田建機有限会社

5月30日 一般競争入札 平成25年度上八川・思地簡易水道施設統合整備工事 上八川 吾北建設課 94,143,000 濱田･伊東特定建設工事共同企業体

6月25日 指名競争入札 平成25年度枝川保育園西園舎改修工事（建築主体） 枝川保育園 学校教育課 15,456,000 有限会社巴工務店

6月27日 指名競争入札 平成25年度　林道一の谷脇ノ山線法面改良工事 脇ノ山 本川産業建設課 15,015,000 有限会社 開化

6月27日 指名競争入札 平成25年度　林道中野川長又線舗装工事 桑瀬 本川産業建設課 13,125,000 有限会社森下工業

6月27日 指名競争入札 平成25年度　林道足谷線舗装工事 足谷 本川産業建設課 23,100,000 東亜道路工業株式会社　高知営業所
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仁淀病院からのお知らせ
「入院中からの退院支援について」

「訪問看護ステーションの退院支援について」

　仁淀病院には医療相談室・地域医療連携室があり、患者さんたちが安心して在宅復帰できるような相談窓口
を担当しています。急な病気や怪我で入院をすると、生活のリズムが乱れたり、不安を抱えることもあるかと思い
ます。時代の流れの中で、かつてのように1か所の病院でゆっくりと入院し、治療～療養生活を送ることは難しく
なってきました。このような時代では入院中の早い時期から退院へ向けて準備をすることが必要となってきます。
私たちソーシャルワーカーはそういった方々の不安を少しでも解消し、できる限りその方らしい生活が取り戻せる
ためのお手伝いをさせていただいています。たとえば、

　仁淀病院の地域連携室・医療相談室は現在、看護師1名・ソーシャルワーカー2名・事務1名の4名体制です。「入
院のご案内」の中にしおりが入っていますが、ご不明な点などございましたら、いつでもお気軽にお声をお掛けく
ださい。秘密は厳守します。

訪 問 看 護 と は  … 看護師やリハビリスタッフ（理学療法士・作業療法士）が生活の場へ訪問し、
　　　　　　　　　 　　　　  療養生活を支援するサービスです。

訪問看護の退院支援  … 退院後の生活について、不安なことや悩んでいることはありませんか？

　高齢化が進み、様々な合併症を抱えながら暮らす方がたくさんいらっしゃいます。私たちはそんな皆さんの生
活スタイルに配慮しながら訪問をしています。ご相談などございましたらお気軽にお問い合わせください。
　※サービスの利用については、医師の指示が必要です。
　※利用される方の状態にあわせて訪問看護計画をたて、定期的な訪問を行っています。

医療相談室・地域連携室　中本　典子

いの町立訪問看護ステーション　野村亜由美

○（相談窓口）
　入院当初から病室にお伺いをしてお話を
聞かせていただくことで、困っていることは
ないか、またどうすれば解決に繋がるかを一
緒に考えていきます。

○（連絡調整）
　担当のケアマネージャーさんや在宅サービ
スの機関、役場の担当課（ほけん福祉課・包
括支援センターなど）と連絡を取り合うこと
もあります。また介護保険などの手続きがス
ムーズに進むよう連携をとっていくこともで
きます。

○（退院前の在宅訪問）
　お体の状態によっては、入院前と同様の生活が
困難な場合もあります。外出の機会などを利用し
て、リハビリ訓練のスタッフ（理学療法士や作業療
法士）やケアマネージャーさんらと共にご自宅を
訪問させていただき、必要な準備を提案させてい
ただくこともあります。

○（カンファレンス～話し合いの場～）
　退院後の生活に向けて準備することを確認して
いきます。必要に応じて医師や病棟の看護師やリ
ハビリスタッフ、ケアマネージャーさんらと共に話
し合いの場を持ちます。

■ 問い合わせ　医療相談室・地域医療連携室（仁淀病院１階　売店横）	  ８９３－１５５１
　　　　　　　 訪問看護ステーション（仁淀病院１階）	  ８９３－０２２０

病院では病気のことばかり考えてしまいがち。家で気
分転換することが有効な場合があります。

当ステーションは 24 時間の対応ができますので、不安なと
きはいつでも連絡がとれます。

「状態が落ち着いているので退院を」
と言われたけど、家に帰っても

大丈夫やろうか？

住み慣れた家に帰り、日常の用事をしていると物忘れ
が落ちつくこともあります。また、お家でのリハビリ

もできます。ご心配なことがあれば、解決策を私たちと一
緒に考えていきましょう。

入院する前に比べると足が弱った気がする。
物忘れもひどくなったような。･･･
家に帰ったら困るんじゃないろうか？
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いの町史編さん室だより（No.12）いの町史編さん室だより（No.12）
　暑中お見舞い申し上げます。「いの町史編さん室だより」は、今回で12回目、１年を迎えました。町史発行
まで約１年ちょっとになり、町史編さん室は原稿の執筆で忙しい毎日です。皆さんは、この夏をどのように過
ごされますか。夏祭り、盆踊りやお盆、涼を求めての夕涼みなど、様々な過ごし方があります。夏も含め、地
域の季節感をよく表している風物詩で、町史編さんに役立つと思われるものがあれば、ご連絡ください。
　それでは、今月のちょっと昔の話をどうぞ。

ちょっと昔の話 編さん委員　門田　　勲

編さん委員　山岡　　遵

「町内に残る腕用（わんよう）消防ポンプ」

いろんな情報
をお待ちして
います。

問い合わせ・連絡先
社会教育課　町史編さん室（内線31）

 893－ 2012 　    893－ 2013

情報提供のお願い
吾北地区の村所八十八ケ所巡りの資料提供
　昨年末から調査してきました吾北地区６か所の八十八ケ所巡りの資料がほぼできあがりました。
資料の提供を希望される方は、町史編さん室の山岡まで連絡ください。
　八十八ケ所巡りの６か所とは、下八川の大野内、小川、樅ノ木山、
上八川の上陽、田野々（古江～小申田）、清水です。

　町では、明治後期から、大正、昭和初期にかけて腕用ポンプを購入し、消防組に配備し、消
防活動に使っていました。
　消防ポンプの歴史は、江戸時代の龍吐（りゅうど）水、雲龍水から、腕用ポンプの後、手引、
馬引蒸気ポンプ、手引動力ポンプ、小型動力消防ポンプ、消防ポンプ自動車と進んできました
が、腕用消防ポンプは、利便性、価格などにより昭和３０年代まで全国各地で活躍してきまし
た。私が消防団に入団した昭和45年頃、先輩団員さんに聞いた話では、町内各地の消防団で
も、昭和30年代初めまで使用していたそうです。
　小川東谷公民館には、昭和９年に小川村公設消防組が設立された年に購入された「腕用消
防ポンプ」が保存されています。
　このポンプには本体に「昭和九年拾月購入」「小川第三部」「宇和島　愛媛喞筒（そくとう）
※ポンプのこと」と記入されており、小川村消防組第三部に配備されたものと思われます。
　その後、小川村警防団、小川村消防団と続くなかで地区により保存されてきていました。
台車に乗せて、ポンプ、吸水管、筒先、シコロ付頭巾（ヘルメット）などが保管されており、往時
の消防を知る上で、貴重な資料です。町内ではこのほかに、小川柳野、加田にも腕用ポンプが
保存されています。ちなみにポンプの性能は、明治の国産化初期は、吸水量毎分270リットル、
放水高23ｍ位でしたが、順次改良され、高性能となりました。
　腕用ポンプの使用方法
１）台車に乗せた腕用ポンプを人力で引き、河川、池等の水利の近くに行き、ポンプを台車か

ら降ろす。
２）ポンプに吸水管を取り付け、水利に投入する。
３）ポンプにホースを結合し、火点に延長し、筒先を結合し放水準備をする。
４）ポンプ上部のピストンシリンダーに繋がる前後の腕木を数名で交互に上下に押すことによ

り、吸水と放水を連続して行い、水がホースを通り、筒先より放水して消火を行う。

インプラント専用受付電話

（日曜日無料相談受付中：要予約）

　6月４日からの1週間は歯の衛生週間ということも
あり、テレビや週刊誌でも、歯の健康についてよく

話題にされました。今回お知らせしたいのは、ブラッシングの新情報です。それは、酸性の強
い飲み物や食べ物を取った直後のブラッシングは避けた方がいいという内容です。甘い物を
食べた後は、虫歯予防のために早めに歯磨きをするのは定説通りですが、炭酸飲料やスポー
ツドリンク、かんきつ系の果物や酢を使った料理など、酸性の強い物を食べた後は、30分程度
時間を置いた方がいいようです。強酸性の食品を食べると、酸によって歯のエナメル質が一
時的に軟らかくなり、直後に磨くとエナメル質を傷つける可能性があります。酸性の食品を
取った後は、すぐに歯を磨かず、よく口をすすいで早めに口の中を中性に戻すようにしましょ
う。そして、夜寝る前には、徹底的にブラッシングをします。歯ブラシだけでなく、歯間ブラシ
やデンタルフロスなども使って、磨き残しがないようにしましょう。

安光歯科 院長 安光 秀人

～ ブラッシングの新情報 ～
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　このコーナーでは、各園・学校の取組や様子をお知らせし、地域の学校としての情報発信をして
います。地域の皆さんには、様々な取組にご理解とご協力をいただいておりますが、今後とも地域
ぐるみで子どもの健全育成に関わってくださいますよう、よろしくお願いします。

　６月３日午後、全校児童14名と教員６名で土佐和紙工芸村前の
仁淀川に出かけました。今年度、力を入れている「学校改善八策」
のうち、健康づくり・自然体験活動に関わる取組としてカヌー教
室を実施しました。
　いの町観光協会のご紹介により、２名のインストラクターに講
師としてお世話になりました。児童のカヌー体験は、昨年度のふ
れあい自然学習の時に越

え

裏
り

門
もん

で少しだけ味わったぐらいです。
　仁淀ブルーとして脚光を浴びている清流は、町の貴重な
財産です。この活動では、カヌー操作の上達はもちろん、ふ
るさとの原風景を心に刻むこともねらっています。
　児童は、「一日中やっていたいね。」と疲れも見せず夢中
になってカヌーを操っていました。７月には、本川に源を発す
る吉野川でカヌーと川遊び体験をしました。そこは、学校か
ら徒歩３分圏内です。
　本川地区の

山岳地帯も日本有数の規模と魅力を誇ります。ふれあい自然
学習として、７月には下本川地区にある標高1506ｍの稲

いなむらやま

叢山
への全校登山がありました。それに備えて毎日こつこつと足
腰を鍛えてきました。
　山の子とはいえ、半数の児童はバス通学という事情もあっ
て運動不足気味になる傾向があります。地域の特性をいかし
ながら、このような取組を通して心と体のバランス良い育成
を図っています。

長 沢 小 学 校

院長　森 木  光 司
吾川郡いの町3674 TEL（088）893‐0014

医療法人
光生会 森 木 病 院

内　科
外　科
小児科
循環器内科
消化器内科
リハビリテーション科
人工透析

ふるさとを心に刻む自然体験学習

大森五十八社めぐり
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いの町新町20－1
TEL （088）893－5161

院長　山　岡　昭　宏

子どもの悩み、
　　　教育の相談はお気軽に！

の ぞ み 教 室

　児童・生徒の悩みや子どもの教育に関する悩み、不登校やいじめをはじめとする問題について相談に
応じ、相談者と共に考え、個に応じた成長・発達を支援します。
　何でもお気軽にご相談ください。

いの町教育支援センター

学校に行けなくなった・・・

家の中でこもって、外へ　　
　出たがらなくなった・・・

こんなときには、　

子どもへの対応に困った・・・　　

家庭内での人間関係が難しい・・・

子どもがいじめにあっている・・・

こんなときには、

教育相談室 のぞみ教室
　電話及び来所による相談ができます。
保護者だけでも、お子さんと一緒でも
相談できます。

　「子どもの居場所づくり」の一つと
して、いのっ子（児童・生徒）の成長
を支援します。

　◆ 相談時間
　　　９：００～１７：００
　　　　　　（毎週　月～金曜）

　◆ 相談時間
　　　９：００～１７：００
　　　　　　（毎週　月～金曜）

国道 33号

サニーマート伊野店

いの警察署

伊野中学校

JR伊野駅

ウェルネス伊野
教育相談室・のぞみ教室

北

いの町６０３２－３（ウェルネス伊野内）
 ８５０－４５５６　  ８５０－４５６０
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友
草　

水
月 

選

「
当
季
雑
詠
」

青
山
椒
煮
つ
め
昭
和
の
顔
す
て
ず

伊
藤　

萩
甫

（
評
）「
山
椒
は
小
粒
で
も
ぴ
り
り
と
辛
い
」と
の
諺

が
あ
る
、勿
論
実
の
こ
と
で
あ
る
。小
さ
く
て
も
才

能
が
あ
り
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
言
う
例
え
で
あ

る
。実
や
若
葉
は
食
用
、薬
用
、香
辛
料
と
す
る
。

　

掲
句
は
山
椒
の
若
葉
を
煮
つ
め
て
佃
煮
に
し
て

い
る
。独
特
の
味
と
香
気
が
あ
る
紫
蘇
や
蕗
な
ど

も
佃
煮
に
す
る
。こ
う
し
た
自
然
保
存
食
を
嗜
む

人
達
は
昭
和
の
戦
中
戦
後
の
苦
し
い
生
活
を
生
き

抜
い
て
き
た
気
骨
の
あ
る
人
間
で
る
。そ
れ
が
昭

和
の
顔
で
あ
り
、そ
の
気
概
を
捨
て
ず
生
き
て
き

た
の
で
あ
る
。こ
の
句
は
五
点
の
高
得
点
で
あ
っ
た
。

◦
芽
山
椒
の
舌
刺
す
一
茶
の
墓
詣

野
澤　

節
子

思
ひ
出
の
ふ
つ
ふ
つ
桑
の
実
の
熟
る
る

津
田　

久
美

（
評
）桑
の
実
と
言
え
ば
私
達
の
年
代
に
は
懐
か

し
い
思
い
出
が
あ
る
。至
る
所
に
桑
畑
が
あ
り
、

七
～
八
月
ご
ろ
実
が
赤
色
か
ら
紫
黒
色
と
な
っ

て
熟
れ
た
汁
で
甘
酸
っ
ぱ
い
味
、唇
を
紫
色
に
染

め
て
食
べ
た
も
の
で
、童
謡
に
も「
山
の
畑
の
桑
の

実
を
小
籠
に
つ
ん
だ
は
ま
ぼ
ろ
し
か
」と
あ
る
。

　

作
者
も
経
験
を
思
い
出
し
て
の
句
で
あ
ろ
う
。

思
い
出
が
ま
さ
に「
ふ
つ
ふ
つ
」と
湧
き
出
た
の
で

あ
る
。残
念
な
が
ら
今
は
養
蚕
が
廃
た
れ
桑
畑
は

殆
ど
見
か
け
な
く
な
っ
た
が
、た
ま
に
川
岸
な
ど

に
桑
の
自
然
木
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
る
。

◦
桑
の
実
に
少
年
の
日
の
雨
が
降
る

佐
野　

鬼
人

揚
げ
物
の
あ
と
は
小
梅
の
口
直
し

岡
村　

嘉
夫

（
評
）身
近
な
日
常
生
活
の
一
端
を
捉
え
て
の
句
で

あ
る
。油
濃
い
揚
物
を
食
べ
た
後
に
梅
漬
の
小
梅

を
食
べ
た
の
で
あ
る
。口
の
中
に
残
っ
た
油
が
甘

酸
っ
ぱ
い
小
梅
で
さ
っ
ぱ
り
し
た
。こ
れ
が
口
直

し
で
あ
る
。先
に
食
べ
た
物
が
ま
ず
か
っ
た
り
、苦

い
薬
な
ど
の
味
を
消
す
為
に
甘
い
菓
子
や
コ
ー

ヒ
ー
な
ど
の
別
の
物
を
飲
食
す
る
こ
と
で
あ
る
。

和
食
の
弁
当
の
小
梅
、カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
福
神
漬

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。俳
句
は
特
別
な
場
所
で
な

く
日
常
の
生
活
で
経
験
し
た
こ
と
を
十
七
文
字

に
ま
と
め
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

◦
塩
噴
き
し
ひ
ね
梅
干
を
珍
重
す

富
安　

風
生

紫
陽
花
や
凡
夫
一
人
の
小
宇
宙

大
川　

節
弥

（
評
）こ
の
句
は
心
象
的
な
句
、難
し
く
言
え
ば

哲
学
的
な
句
で
あ
る
。凡
夫
と
は
色
々
な
煩
悩
に

迷
っ
て
い
る
お
ろ
か
な
人
、心
身
に
悩
み
を
持
つ

人
間
な
ど
を
意
味
す
る
が
、掲
句
の
凡
夫
と
は
普

通
の
人
と
軽
く
捉
え
て
よ
い
と
思
う
。小
宇
宙
と

は
宇
宙
の
一
部
で
あ
り
な
が
ら
独
立
し
た
宇
宙
で

あ
り
、人
間
作
者
自
身
で
あ
る
。日
常
生
活
の
中

で
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
苦
痛
の
中
で
悩
み

な
が
ら
生
き
て
い
る
私（
作
者
）で
あ
る
。な
お
紫

陽
花
は
季
語
で
句
と
は
直
接
意
味
は
な
い
。

◦
あ
ぢ
さ
ゐ
や
生
き
残
る
も
の
喪
に
服
し

鈴
木
真
砂
女

　　二
句
抄

波
の
う
た
星
の
う
た
聞
く
夏
灯
台

抽ひ
き
だ
し斗
の
奥
の
潮
鳴
り
夏
の
浜	

間　
　

浩
太

鮎
漁
を
飽
き
ず
見
て
い
る
橋
の
上

薄
が
す
み
窓
の
大
杉
凜
と
し
て	

川
村　

博
子

余
生
に
は
余
生
の
仕
事
ら
っ
き
ょ
掘
る

欲
張
り
て

ぐ
手
零
る
る
小
梅
か
な	

竹
崎　

光
子

労
働
の
汗
の
香
り
の
勇
ま
し
い

ひ
と
時
を
心
に
も
射
す
梅
雨
晴
間	

竹
﨑
た
か
ひ
ろ

若
葉
光
白
髪
の
目
立
つ
富
士
額

屋
根
な
し
の
風
呂
の
記
憶
や
梅
雨
の
月	

井
上　

郁
子

テ
フ
テ
フ
と
書
い
た
父
の
七
回
忌

身
の
丈
を
自
問
自
答
や
花
ま
つ
り	

浜
田
美
智
子

競
い
合
う
二
本
の
枝
葉
花
南
瓜

空
梅
雨
や
元
気
な
く
し
た
庭
の
花	

森
岡　

照
月

枇
杷
も
ぎ
し
は
る
か
な
父
の
肩
車	

伊
藤　

萩
甫

一
人
身
は
気
楽
で
淋
し
い
額
の
花	

津
田　

久
美

痒
み
あ
り
生
の
証

あ
か
し

か
梅
雨
の
夜	

岡
村　

嘉
夫

五
月
雨
や
故
郷
に
人
の
死
す
と
聞
く	

大
川　

節
弥

花
樗

お
う
ち

解
か
ぬ
龍
馬
の
懐
手
　

竹
林
の
影
は
流
さ
ず
梅
雨
の
川	

友
草　

水
月

　
　

駄　

筆　

一　

言	

水
月

　

七
月
号
で
俳
句
は
自
然
や
事
象
を
よ
く
見
る
こ
と

か
ら
始
ま
る
と
述
べ
ま
し
た
。私
達
の
五
感（
見
る
、聞

く
、嗅
ぐ
、触
れ
る
、味
わ
う
）を
通
す
こ
と
で
す
。

◦
五
月
雨
の
降
り
残
し
て
や
光
堂

　

約
八
百
年
前
藤
原
氏
が
建
立
、そ
の
五
百
年
後
に

芭
蕉
が「
奥
の
細
道
」の
紀
行
中
、平
泉
を
訪
れ
こ
の
句

を
詠
ん
で
い
ま
す
。光
堂
と
は
金
色
堂
の
こ
と
で
す
。

　

芭
蕉
の
多
く
の
俳
句
の
中
で
も
十
指
に
入
る
名
句
と

い
わ
れ
ま
す
。

　

五
月
雨
の
中
に
金
箔
で
鮮
や
か
な
金
色
堂
を
見
て

の
句
で
周
囲
の
建
物
は
年
月
を
経
て
風
雨
で
朽
ち
て
い

る
の
に
光
堂
だ
け
は
五
月
雨
に
も
濡
れ
て
な
い
か
の
よ

う
に
輝
い
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。

　
「
降
り
残
し
て
や
」こ
の
表
現
が
素
晴
ら
し
い
の
で
す
。

（
続
く
）

い
の
流
水
俳
壇

次　
　

題　
「
当
季
雑
詠
」
五
句

締
め
切
り　

毎
月
五
日

投
句
先

　

社
会
教
育
課　
　
　

い
の
町
３
５
９
７

 

８
９
３

－

２
０
１
２

盆提灯・トーロー
多数展示してご来店をお待ちしております

県内配達無料・県外へも発送できます

家紋入り提灯のご予約も承ります

水棚一式 ￥２９, ８００
お仏壇も
特価でご奉

仕中！

仏壇・仏具・神棚・神具

いの町新町15（高知銀行斜め前）

tel ０８８－８９３－０１２２
営業時間

午前9時～午後7時

おおくら仏具店
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8 月 ・ 9 月 の 催 し 物

■販売コーナーは入館無料です。
■お得な年間観覧券があります。
　お申込日から1年間有効です。
　受付にて1,500円で販売中

○土佐和紙でつづる「四季のうた」
　開催中～８月７日（水）
　小中高校生から大人までの和紙

に親しむグループが、土佐和紙
を使って創作した作品約40点を
展示します。

○第２８回紙とあそぼう作品展
　７月２８日（日）～８月２５日（日）
　子どもたちに「紙」を身近に感

じてもらおうと毎年開催している
「紙とあそぼう作品展」。今年も
全応募作品を一堂に展示します。

○吉川染工房の仕事と絵金展
　８月７日（水）～９月１日（日）
　香南市「吉川染工房」の展示会で

す。手漉き土佐和紙を使った手描
きの土佐凧や、高知県独特のフラ
フ、吉川家所蔵の絵金の白描画な
どを展示、一部販売もあります。

○山本明義展
　９月４日（水）～９月１３日（金）
　山本明義氏の展示会です。鉛筆

画、書、和紙照明など約40点を展
示します。

○コパコパ写真クラブ展「ＮＯＺＯＫＵ」
　９月７日（土）～９月２３日（月）
　コパコパ写真クラブ会員が「ＮＯＺＯ

ＫＵ」をテーマに撮影した作品約70
点を展示します。

▪ 紙の博物館 夏休みのイベント ▪
●土佐和紙ワークショップ
　和紙の特徴であるネリや、にじみ止

めの効果などを検証する実験型
のワークショップです。実験で漉い
た紙は持ち帰れます。自由研究の
テーマにもおすすめ！

指導：紙の博物館技術員
　北岡　広文

日時：８月８日（木） 10：00～12：00
参加料：４２０円

作 募品 集
◇第24回　手づくり紙芝居コンクール
募集締切　　　　　11月10日（日）
本選および表彰式 　12月１日（日）
参加料　作品１点につき
　　　 一般1,000円・小学生500円

自作自演の手づくり紙芝居コンクー
ルを開催します。子どもからお年寄り
まで楽しめる紙芝居を作ってみませ
んか？予選通過者には、本選で実演
していただきます。
詳細は土佐民話の会までお問い合
わせください

 ８７５－７７２０

◇第７回全国土佐和紙はがき絵展
　募集期間
　10月１日（火）～12月23日（月）
　土佐和紙を多くの人に知ってい

ただき、その素晴らしさを実感
してもらおうと全国からはがき
絵作品を募集します。応募には、
指定の土佐和紙はがきをご利用
ください。紙の博物館・高新プ
レイガイドで販売しています。
５枚セット（サンプル１枚付）…250円

　ドーサ引き（にじみ止め加工）と、
ドーサなしがあります。

ギャラリー・コパ
 893-1200

●開館時間　9:00～17:00

○備前焼　吉延真一　
　　　　　　本山直義　作陶展
　９月１３日（金）～９月１７日（火）
　岡山県備前市の同期による作陶

展です。器の美、使い易さを追
求した食器、酒器、壺、花器な
ど、使えば使うほど色艶が変わ
る備前焼、約400点を展示販売し
ます。

紙の博物館
 893-0886

●開館時間　9:00～17:00
●休 館 日　毎週月曜日
 （但し、祝日は開館し翌日休館）

い
の
町
上
水
道

水
質
検
査
結
果

平成25年6月分

※いの町公式ホー
ムページにも掲
載しています。

南上水水系
・

公園町水系

鎌田水系

単位 基　準　値 伊野南 伊野

法
令
9
項
目

一般細菌 /mL 100以下 0 0
大腸菌 － 検出されないこと 検出せず 検出せず

塩化物イオン mg/L 200以下 4.9 2.7
有機物 mg/L 3以下 0.3未満 0.3未満
ＰＨ値 － 5.8以上8.6以下 7.0 7.4

味 － 異常でないこと 異常なし 異常なし
臭　　気 － 異常でないこと 異常なし 異常なし
色　　度 度 5以下 1未満 1未満
濁　　度 度 2以下 0.1未満 0.1未満

単位 基準値 池ﾉ内地区 天神地区 枝川地区

法
令
9
項
目

一般細菌 /mL 100以下 3 0 1
大腸菌 － 検出されないこと 検出せず 検出せず 検出せず

塩化物イオン mg/L 200以下 3.2 3.2 2.9 
有機物 mg/L 3以下 0.3未満 0.3未満 0.3未満
ＰＨ値 － 5.8以上8.6以下 7.1 7.0 7.1

味 － 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし
臭　　気 － 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし
色　　度 度 5以下 1未満 1未満 1未満
濁　　度 度 2以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満

法
令
外

鉛、化合物 mg/L 0.01以下 0.001未満 0.003 0.001未満
鉄、化合物 mg/L 0.3以下 0.03未満 0.03未満 0.03未満
マンガン mg/L 0.05以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満
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新しく入った本　下記の他にもあります。
【小説】 【児童】 【ノンフィクション・その他】

クローズアップ
（今野　　敏　著／集英社）

すいか！
（石津　ちひろ　文　村上　康成　絵／小峰書店）

75年目のラブレター
（貴島テル子　著／朝日新聞出版）

崩壊
（塩田　武士　著／光文社）

おいしいよ！はじめてつくるかんこくりょうり
（ペ・ヨンヒ　文　チョン・ユジュン　絵／福音館書店）

見せかけの正義の正体
（辛坊　治郎　著／朝日新聞出版）

愛に乱暴
（吉田　修一　著／新潮社）

からすのてんぷらやさん
（かこさとし　作絵／偕成社）

公道私道のトラブル解決法
（高井　和伸　著／自由国民社）

第四権力
（高杉　　良　著／講談社）

からすのそばやさん
（かこさとし　作絵／偕成社）

指導死
（大貫　隆志　著／高文研）

ふたつめの庭
（大崎　　梢　著／新潮社）

おはなしのろうそく　29
（東京子ども図書館）

♪高知コンサートグループシリーズコンサート第３3回♪
8月4日（日）　15：00～15：30　☆ 第１日曜日の開催となります ☆

♪プログラム♪

・リベルタンゴ／作曲：ピアソラ
・カノン／作曲：パッフェルベル
・五木の子守唄／熊本県民謡　　　　　他

≪出演者プロフィール≫

小松　芙実 氏（マリンバ）
　作陽音楽大学音楽学部打楽器専攻卒業。卒業後から

本格的に演奏活動を始め、県内、県外問わずソロ・
デュオ・アンサンブルなどで演奏活動中。現在は高
知コンサートグループ会員であり、高知市内でマリ
ンバ教室の講師を担当。　

読み聞かせ勉強会 ＊くつしたのあな＊
8月2日（金） 10：00～11：00 8月１7日（土）　１４：３０～１５：００

8月20日（火）　10：30～11：00

～あかちゃんとおかあさんの絵本の時間～
【０～３才児・保護者対象】

　絵本の読み聞かせとともに手遊びも一緒に楽しみま
せんか？お気軽にご参加ください。

☆ 毎月第１金曜日 ☆ ☆ 毎月第3土曜日 ☆

☆ 毎月第3火曜日 ☆

◆図書館バスの運行について◆
（吾北・本川・天王地区）

◆吾北地区・本川地区
　の方へお知らせ

主な巡回場所

問い合わせ

火曜日…吾北地区　　水曜日…天王地区
木曜日…本川地区

※週によって巡回場所・時間が若干違ってきますので、
　お手数をお掛けしますがご連絡の上、ご利用ください。

吾北中央公民館図書室、本川新郷土館では、町立図書館の小説、ノンフィクション、料理、健
康の本などあらゆるジャンルの書籍を随時100冊貸出ししています。是非ご利用ください。

 ８５０－４３６０

本　館 枝川分室
住　　所 いの町元町41番地 いの町枝川2462番地

開館時間 9：30～18：00

8 月 の
休 館 日

月曜日、
30日（館内整理日） 月・水・金・日曜日

電話番号  850－4360  850－4350
◆ 休館日の返却については、ブックポスト（本館は正

面玄関・枝川分室は入口）をご利用ください。本
館・枝川分室どちらでも返却できます。

◆ 図書館ホームページ
　　http://inolib.town.ino.kochi.jp/

（図書の検索・Web予約※ができます。）
※Web予約には、あらかじめ利用者登録及び窓口で

のパスワード申請が必要です。
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ぐりぐらひろば（いの町子育て支援センター）からのお知らせ
　出産や子育てに不安を感じたり子育て情報や友達を求めたりしている妊婦さんやパパ、ママ、
小さいお孫さんと日々奮闘していらっしゃるおじいちゃんやおばあちゃん。
　親子で集う遊びと語らいの広場“ぐりぐらひろば”へ遊びに来てみませんか！ 

　「主婦は社会から必要とされていない」「否定されている感じ」など、お母さんの内なる声が聞かれます。
家事と育児には全く休憩がありません。病院や美容院などを後回しにして、日々奮闘している“いの町のお母
さんたち”を、ひろばは心から応援します。「当たり前」として褒められ認められることのない毎日の繰り返し
に悩むお母さんを家族や地域で理解し、あたたかく包み込むことが幼子の心育ちにもつながります。
　高温多湿の時期。あせもや湿疹など、乳幼児の肌トラブルの悩みも聞かれます。「病院に行くほどではない
けれど」という迷いや疑問を、座談会で話してみませんか？講師である仁淀病院小児科倉繁先生のあたたか
くて丁寧な対応は安心感が得られ、保護者に大好評です。是非、お気軽にご参加ください。

☆申込・問い合わせ　　ぐりぐらひろば （いの町総合健康センター内）　　  892－3151

＊なお、町内各保育園・幼稚園や公民館、吾北・本川各総合支所及び教育事務所に掲示し、図書館やほけん福祉課、町民課、枝川及び八田コミュニ
ティセンター、町内各量販店（サンプラザ新鮮館天王・サンシャインラヴィーナ・サニーマート伊野店・サニーアクシスいの）、あったかふれあいセン
ター、暮らしのかけ橋交流館なないろに設置しているぐりぐらつうしんや

　ぐりぐらひろばＨＰもご覧ください。 いの町ＨＰ 子育て情報 ぐりぐらひろばＨＰ⇨⇨

【8月の内容】
	 7日（水）　マタニティヨガ・胎児の心音聴音
	 14日（水）　小児科医のミニ講話・個別相談
	 21日（水）　ママとベビーのためのお話・
	　　　　　　 ベビーマッサージ
	 28日（水）　大人のための読み聞かせ

【9月はじめの予定】
	 4日（水）　ベビー＆ママヨガ・母乳相談
	　　　　　　 ♥乳幼児用おやつ試食

※妊婦さんと０歳児の親子対象
※毎週水曜日13:30~15:00　※予約不要
※個別相談のみ事前にお申し込みください。
※子どもをサポートする支援員さんもいます♪
　お誘い合わせの上、お気軽にお越しください。

☆ひろばでの遊びや生活の様子、各行事などについて、詳しくはHPでご紹介しています。☆

８月行事予定 ９月中旬行事予定

☆　小児科医倉繁先生
との座談会　☆

お母さんの気持ちを包
み込んでくれる

地域のやさしいお医者
さま♥

☆　親子歯磨き教
室　☆

お母さんたちの意
識の高さ！

途切れない講師の
先生への質問★

☆　食育講座　☆子どもの気持ちを味わってみよう♥大切なのは食卓の雰囲気★

☆　保護者会総会　☆お互いの声に耳を傾ける協議建設的な意見交換に驚く初参加の皆さん♥

【第２回家庭教育学級】
  10日（火）　子育て講座

【お楽しみ会】
  13日（金）　絵本読み聞かせ・親子ふれあい遊び

【保護者会いちごサークル活動】
  19日（木）　消防署見学

【お楽しみ会】
  1日（木）　地域ボランティアさんによる
　 　　　　マジックショー
  9日（金）　絵本読み聞かせ・親子ふれあい遊び

【プール遊び】	
  ８月末まで、火・水曜日実施

【てくてくひろば】
  2日（金）　川内保育園

【子育て座談会③】
  2日（金）　小児科医を囲んで座談会

★行事への参加をご希望の方は、事前にお申し込みください。ご都合によりキャンセルされる方は、必ずご連絡をお願いします。

なないろはぁと事業 ＊　第２回家庭教育学級　＊

日　時　　9月10日（火）10:00～11:00
場　所　　ぐりぐらひろば
講　師　　山中千枝子 氏
内　容　　子育て講座『携帯と子どもたち』
申込締切日：９月６日（金）

※10分前には当日の受付を済ませ、講師をお迎えくだ
さいますようお願いします。

※託児をご希望の方は事前にお申し出ください。子育て
応援団グー・チョキ・パーの皆さんがお手伝いくださ
います。
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パソコン入門コース

ワ ード 入 門 コ ー ス

エクセル入門・応用コース

インターネット活用コース

パソコン個別相談室

パソコン入門コースは、初めてパソコンを
触る方や、以前使っていたけど、もう一度基
礎から学習したい方向けの講座です。
マウス操作の基本・キーボード入力の基本
を中心にパソコンの基礎を学習します。

ワード2010入門コースは、文書作成ソフ
トであるワードソフトの基礎を学習します。
表現力のある文章や表の入った文章、図を
入れた文章などの作成をします。

エクセル2010入門コースは、表計算ソフ
トであるエクセルソフトの基礎を学習しま
す。エクセルでの文字や数字の入力やグラ
フ作成、計算方法の基礎を学習します。
エクセル2010応用コースは、関数の応用
や、仕事に役立つデータ管理・表の詳細
設定・グラフの応用などドリル問題を抜粋
学習します。

インターネット活用コースは、初めてイン
ターネットに挑戦してみようとされる方から
便利なページを紹介し活用方法まで行い
ます。

Windows操作・印刷からワード・エクセル
活用・インターネットとメールなどの相談室
です。（VBAなどの言語関係・CAD（図面
ソフト）は除く。）その他の内容については、
予約のときに相談内容をお願いします。

申込方法
伊野公民館窓口へ直接又はお電話で！　いの町3597　社会教育課（伊野公民館）
受付　月～金曜日（祝日を除く。）　8：30～17：15　  893－2012
［受付内容　氏名・住所・電話・受講講座名］

９ 月
予 定 表

９月分締切日：8月26日（月）17:15
主　催：社会教育課（伊野公民館）
講　師：森　　清仁
会　場：すこやかセンター伊野 小会議室

各コース 定員：10名 ㊟再受講などで、テキストをお持ちの方は、
　申込時にご連絡ください。

パソコン入門 （初めての方から）

ワード入門　使用ソフト：Word2010（基礎を学習）

開催時間 受講料他 9月日程

使用可能パソコン持参
9:00～16:00
6時間持込講座
昼休1時間含む

受講料 3,000円
テキスト　 300円 9／  7（土）

開催時間 受講料他 9月日程

ワード2010が入っている
パソコン持参

9:00～16:00
6時間持込講座
昼休1時間含む

受講料 3,000円
テキスト 1,260円

Word2010用
9／14（土）

エクセル入門　使用ソフト：Excel2010（基礎を学習）
開催時間 受講料他 9月日程

エクセル2010が入っている
パソコン持参

9:00～16:00
6時間持込講座
昼休1時間含む

受講料 3,000円
テキスト 1,260円

Excel2010用
9／15（日）

エクセル応用 （ドリルを使って学習）
開催時間 受講料他 9月日程

エクセル2010が
入っているパソコン持参

9:00～16:00
6時間持込講座
昼休1時間含む

受講料 3,000円
テキスト 1,050円

Excel2010用
9／22（日）

インターネット活用 （便利な活用を学習）
開催時間 受講料他 9月日程

無線LAN使用可能
パソコン持参

10：00～15：00
4時間持込講座
昼休1時間含む

受講料 2,000円
テキスト　 300円 9／21（土）

パソコン個別相談室
開催時間 受講料他 9月日程

個別相談室
※VBA＆CADなどは除く

申込1件1時間以内
10:00～16:00 相談料 500円

9／  1（日）

9／  8（日）

9／29（日）

※予約がない場合は中止します。

パソコン教室のご案内　９月開催予定講座
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　いの町の夏の風物詩のひとつ。津賀谷で行われる棚
田の火まつり。約千本以上の松明がともり、幻想的な
世界が広がります。棚田の中にある川内神社に伝わる
伝統芸能である獅子舞も奉納されます。年に一度だけ
出現する雰囲気のある夏の催しをお楽しみください。

　水切りとは、河原の石を川面に投げ
て、水の上を跳ねさせる「スポーツ」で
す。この仁淀川国際水切り大会は、仁
淀川の河原で毎年開催しています。男
性・女性・子どもの計３部門で、美し
さ・飛距離・回数の総合評価で順位を
競います。この
夏、仁淀川で水
切りの世界王者
を決めようでは
ありませんか。

たった一日だけ出現する幻想的な世界

仁淀川で水切りの世界王者が決定!?

問 連
い 絡
合 及

せ
わ び

いの町観光協会事務局
（ギャラリー・コパ内）
〒781-2101　いの町大国町145

 893-1211　　  893-1205

季節の情報や、最新イベント情報などは下記のＨＰでご確認ください。
ホームページ　http://inofan.jp
ブログもみてください。http://blogs.yahoo.co.jp/inokanko2006

津賀谷 棚田の火まつり

第10回 仁淀川国際水切り大会

【日　時】	 開催日：８月31日（土）
	 予備日：９月１日（日）
	 開　場：16：00 ～
	 開　会：18：00 ～
	 　　　　地元農産物と軽食の販売
	 閉　会：21：00

【場　所】	 上八川津賀谷
※会場へは車での入場はできませんので、シャトルバスを

ご利用ください。なお、車は旧中央小学校校庭などに
駐車してください。

【持参物】	 懐中電灯
【問い合わせ】吾北総合支所産業課　  867-2313

【日　時】	８月25日（日）　※小雨決行
	 9：00 ～ 16：00

【場　所】	 波川公園 [ 仁淀川橋下の河原 ]
【参加料】	 大人 500 円・中学生以下 300 円
【申込締切】8月18日（日）まで
【申込方法】

◆水切り大会チラシ（エントリーシート）にてFAXでお申し込みく
ださい。　　   893-3275　

※チラシ（エントリーシート）は、各観光施設に置いていますの
で、ご確認ください。

◆下記アドレスの申し込みフォームから申し込みもできます。
　http://form1.fc2.com/form/?id=507671
※川が荒れている場合は中止することがあります。
　開催可否は前日21：00までにNPO仁淀川お宝探偵団のホーム

ページで発表します。 http://niyodoriver.com/
【問い合わせ】ＮＰＯ仁淀川お宝探偵団
　　　　　　     090-4973-0601 （城下）

豪華賞品

多数アリ !!

ハート石コンテストも
同時開催！ 

♥エントリー料
100 円 / 個

ハート型の
石を探せ !!

　津賀谷棚田の火まつりで、松明に火
をつけませんか？美しい棚田を歩きな
がら、松明に火を点火して良い思い出
にしてください。
◆当日 16：00 までに集合できる方
◆高校生以上
◆定員になり次第締め切ります。
※保険などの関係もありますので、必

ず事前にご連絡ください。
■申込　
　いの町観光協会　  893-1211

▪ 大 募 集 ! ▪
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都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

広報いのは再生紙を使用し、
  
大豆インクで印刷しています。
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）

休
日
当
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８月
４（日） 関 田 病 院  893－0047

１１（日） 高 岡 内 科  892－0296
１８（日） さ く ら 病 院  893－5111
２５（日） 仁 淀 病 院  893－1551

９月
1（日） 関 田 病 院  893－0047
8（日） 森 木 病 院  893－0014

１５（日） さ く ら 病 院  893－5111
１６（月） 仁 淀 病 院  893－1551
２２（日） 森 木 病 院  893－0014
２３（月） さ く ら 病 院  893－5111
２９（日） 仁 淀 病 院  893－1551

健診・がん検診の申し込みは電話又はハガキでお願いします。電話の場合は、予約受付期間（月～金曜日8：30～
17：15）に、ほけん福祉課（  893－3811）までお申し込みください。ハガキの場合は、広報４月号に折り込みの健
康ガイドに入っているハガキで、平成２５年度の各会場での集団健診・乳がん検診・子宮頸がん検診の予約がで
きます。電話予約受付開始日の１週間前までに投函をお願いします。

※都合により当番医が変更となる場合があります。
　受診の前に電話でご確認ください。

内　　容 日　程 場　　所 受付時間

おやこっこたいむ（育児相談）
8／14（水） 枝川コミュニティセンター

９：30～10：308／21（水） 天王コミュニティーセンター
8／28（水） すこやかセンター伊野

１ 歳 ６ か 月 児 健 診 8／22（木） すこやかセンター伊野 13：00～14：30
７ か 月 児 健 診 9／  5（木） 13：00～14：00

＜1歳6か月児、７か月児健診は個別に通知します。＞

内　容 地　　区 日　程 場　　所 時　間
健 診 全地区対象 8／11（日） 吾北中央公民館 ８：00～10：009／  1（日） すこやかセンター伊野

内　容 地　　区 実施日 実施場所 受付時間 電話予約受付期間
乳 が ん 小川、下八川 10／10（木） すぱーく吾北 9：00～11：00 9／9（月）～9／13（金）清水 清水公民館 13：30～15：30

子 宮 頸 が ん

小川、下八川

9／20（金）

すぱーく吾北 8：30～  9：15

8／19（月）～8／23（金）上八川 吾北中央公民館 10：00～10：30
清水 清水公民館 11：00～11：30
本川 本川保健福祉センター 13：30～14：00

※健診：特定健診、健康診査、胸部検診、大腸がん検診、胃がん検診
※乳がん検診・子宮頸がん検診は２年に１回、健診は１年に１回となっております。

子育てサービス

健診・がん検診

健診・がん検診予約受付

［売　 主］穴吹興産株式会社　宅地建物取引業免許　国土交通大臣（8）3300号
所属団体／（社）香川県宅地建物取引業協会、四国地区不動産公正取引協議会
高知支店／〒780-0870 高知市本町3丁目4-22 アルファレガロ大橋通り2階
　　　　　TEL/088（873）2882
支店／東四国、高知、松山、岡山、広島、山口、山陰、神戸、姫路、関東


